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ポプラの育苗技術と枝打技術

I. ボブラ のﾡ 苗 

ﾡ友術 と育苗の実際

ボプラは有性ヌにﾡ性の手殴に上り増延する ニとがでさる. 有 

性生ﾡ, いわゅ るﾡ子によ ろ ※ﾡはクロー ンのなに咲用される 

かりでuく . 神木から発根しコいﾡ書.ﾡにアスペン (ヤマナ 

ラシ)のﾡの改ﾡﾡﾡに有効である . 通ﾡ並林がボプラにっいて 

ﾡ用されることがめるが . -級に苗木は西示で公成されたものと 

用いる。

a. 前畑

ﾡめ土最歌性であ っ <ならぬ . そ木 は 足次 にし C深く 

,碎けや すく , 来し< , ﾡﾡが能であり 過度の再 校 頂を ふ 

くむことと裂する.苗畑は, あらかじめ深 <村長せ ねばu ら ぬ 

土家がﾡﾡであリ . 早ﾡの与それがあるところて。敵ﾡ的に 

研長 するこヒを姿する . 土 感が通及 に 凝密なら有 接旗 肥料の旅 

用とあすすめしたい . これは軽すざる土率にも施用するﾡ価が 

ある, この時の完撃ﾡﾡ施用量にん4 当リoージ2こotGあろ 

都市の下ボもホプラの広ﾡに有効だ. メ歌加軍ﾡの如さ禁 

ﾡ鳳岡料は木原化こ 促査 しめるが. これに及して全条分の通

多は西告. 特にドチサーザﾡに対する西木の むをとょわめる ・

次の施ﾡ量 は一ﾡにﾡ用 され こ いる もの Gあ る : ■

通ﾡ酸塩 とo。 〜 222 7
硫安 ス2o 〜 22 Kaた
ﾡ北カ り oo ～522 J

は示る二とGあれ. すGにﾡ米輪作がﾡ ﾡされている場所

とﾡﾡとしてえらぶことがましい, さして <. 面よの中に

ﾡ作体系がし らこれるべさだ- uゼロらは . ール所でボブ

ラの育苗をﾡしてﾡ返すこと好しく u いからである.
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e 埼ﾡの取り方

神郡は次の しのから孫る .

/ 完ﾡLた枝. たは不ﾡ坂. 二の不ﾡ校とは,ﾡのとき 

の如ロから開ﾡして きたものてある・

2) 切株社立もしくは頭木仕立の母株から払た/年生め洲ﾡ

3) 苗畑で早目に切除したﾡ核

o) 余分む枝,苗床で切り取られた若い主ﾡ, ニれはバルバテ 

ールとっ< るヒさに生ずる しのだ・

5) 強び若木の岩冠から切取られた /年生の枚

いづに し c し苫穏の材料は, 摩虎 で生き生きとしにた木々面木 

から探取しに. 若いものでめる ことが必受だ・ﾡﾡにあ気のﾡ 

々病とﾡわれる株から取ってはいけいのて, イ タリーでは 

バルバテール法が受用されている。 この方法ては不食否, 病 苗 

を 除去 する に も 好ﾡ 合だ .神ﾡの性ﾡとLて ・ その 発根能力 は 

台木の年令と夫に※する . しかし神ﾡ刑にﾡいﾡと分町する 

とき. 元端の部分ﾡくがい.それは. あリにもデリカー 

卜であり ・ 木ﾡの部分が多いのである. 先潮前 から取った捕悪 

基都からと ったﾡﾡは, 同じ径を持つ中向の部分から泣り京 

った神ﾡに止して生育がある .

C. 神穂の径

一 級に鉛望ぐらいの太さがよいと言われており.ﾡ小径Sw... 最でペ〜ス～ン 乙うの.直優がマー・ 

メ上にぶれば生長力は戒ﾡする . こ.の意からﾡ平株取用の4 

株妹ば. 地面に接してだる上り も フケ c 〜 / 爲の頭木 比 立と 

した方が良いという。こめ方が良いﾡﾡと得るにﾡてある. 神 

ﾡの径が〜2wッ メ上ヒもなれげ発ﾡ能力は減退し それから 

支系 る西木の生力ﾡい , それ故 一ﾡにﾡﾡととる時には 

若いﾡゃのﾡ城 . も しくは重部と採用すべさではロい. く 

L フ ランスて行 った神木試酸ではヴ.ィ ルダニァーナ植こてL 
二のだが, 神ﾡの太さ ど ○部 分がら情翼が杯られたか. とい 

ら三 と , ﾡﾡ能力地生長能力にあまり形響Lないとの結と

ﾡている.

ル ﾡのﾡさ

神理 の長さは土ﾡに依存する. 土 が 深、新評こあり ﾡ炎S 

あるどら最は土の中に長L てﾡく政浜するか かかる場合は 

いﾡﾡても上い.土ﾡがﾡﾡでなく . ﾡﾡも來かけも出系ゴ 

いﾡ所では貢いﾡﾡが必妥である ・ -般に神ﾡの浜さは/ふ～ 

一2cwである,週合によっては se～<e c メ上にもおよ ぶ・ 

ﾡ端uﾡ合には神ﾡのグ3 〜ク が地上にることもあるが. 

これはﾡさ切った地上都とﾡ去する作系がぬ吸てあ り ・ <れだ 

け不刊とはる。 理的に山一つのﾡ とも っだIのﾡをﾡ用す 

ることもﾡだ・ 聞ら非常に知いﾡ穏のぽ用である。 し二 

は細べの取扱と公ﾡヒし . 責空がﾡ料を少しﾡ用するとさに探 

用され得ろのみ・ )ス上の神ﾡは先端部と基部と切り とった円同 

受めものであるが 例卜とLc . ﾡ板く若ﾡ)のﾡ域部とふく 

む神電. mち頂がっいたま、の若衣(若ﾡ)を授用する神ﾡ 

がある- これはﾡ大uものて c ～5クのさを持ち. ﾡ 
付当初にすばら しい伸下置こ示すものだ ・ 退し二は蓄畑に神 

して抑木話とするもので. この点,後述の重神とﾡる・

e. 神穂取り

神ﾡと調ﾡする原ﾡ科とる校々ﾡは .神付ﾡ両にﾡり取ろ 

のがも っとも食い。祝己すれば. ﾡのるの#り、土環の凍結 み 

ゆるんだ百後 生ほ公唱されるﾡ前がよい, この点について 

は, ポプラ枚 時有 ○mに意見め-政を見ている・ ﾡ署のおそ 

景き地方では. ﾡﾡは休ﾡ期Tに取るこヒが可ﾡである・ 切リ 

とってから神すての再向はでさるだけﾡﾡすべきG . それに 

より造ﾡのﾡ会とﾡ大させ . ド今今ーザ通による改覆の可能性 

と戒ずる。 とがL ,天際的理由のめに神硬材ばしはとば 明 

秋 か 初冬 に 採販される. どららのﾡ合cし,貯 政せ ば っ な 

い・ 神長材料切り取ってﾡにし. 深さ 〜。 cw 位の砂と入れ 

たﾡの中へ足で踏みむ。これら料は, ケ～/ocM 深い土
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の盾の上に 下向eに点 と. ﾡにべられる,宿は日光 

項とさけて日ﾡにお ? ユ及はらざる土の中に入る。 その 

後. 神長ﾡ#出。。/ み思Cﾡわれ ・ 衣で表面とカベーする 

f 神側ﾡ製

よく切れる扱で調 する ・ 抑口は水平に切るのがよい,Aえ 

が反時商 < 5 日 以上)の 时 送 に 耐え ね な らぬだら, 貯政余

が+分てuいなら . 乾燥 から保ぎするためカロ と ラフィン 

でおおう二ととすすめる- その時に ﾡﾡの混合とさるにめ 

に 奈 色 する 水 よ い。 ・

み神付

ﾡ付に際て取るべさ株問とﾡは ・正業に教 お力 とす 

るか否かによリ .又.ﾡ木すえおさ否とつくるのか根苗くバル 

バテー レ ゝとっくるのかによりﾡA ってく る・

挿木すえぬき百春成の総合

二の場合には一度ﾡ村けたら. しGその西そ秒福亡ず 

に〜2～3年向すえおいてﾡﾡする ・ したがってﾡの仲付亜 

は最祭的uものCある。 ﾡねの株向は42cm メ 下では不可で 

ある ・部は ノw～ 4。～が良い,馬やトラクターでﾡ板す 

るとき . sow～ っ.z。 w のなさ に並乙 ろげることができる. 

ﾡ初の年度の然りに, 若(、面木とﾡりもどすく地上高とのりと 

る)場合さも , ﾡ隔にな交リ がH( . 但し ・ 後述のﾡﾡの場合ヒ 

賢なり ,地下ﾡは秒ﾡすることu< ,そのままおさ.ﾡらしい 

ﾡﾡと立てるもゅc この作業は切り取っに若いﾡから新鮮: 

顔燃をつくると同時に ﾡﾡに上り資回山除と母るにめに太 

される,

収苗(名dえゝﾡ放の合

ﾡ在イ タリーで授用さる校術でめリ ・ 秒用/年生面(f 
ﾡけのもの )はバルバテ イ -ヒ くねHと) というる称で知 ら れ 

にいる. フランスの 某 地 店では, 本法は邪よ付がでさろので 

土地とﾡ理め面から済的であるとされる , その場合. 神付 

株間。2C (日当りの良い場所ならそれx下の産ﾡでもよい 

>ﾡふ2Cm〜/m である, ノ政長ﾡの後に.ユスー:固の 

ﾡと幹めﾡ部 く地際の部分 =してﾡの地上都が立リ取ら 

こから良属の情穂がとれる . 多くの桜浩者たら , この方法 

は置族に母林がら糖ﾡをﾡ取するよりもすぐれているL . 病 

樹の危険性も少いと方えているの、地上部を ﾡり取られ, 

もなﾡがく切 り つめられた根苗ﾡの部分と しては数cと 

す のみが. ﾡはその部分にっいている。根ﾡに<マ年目のは 

じめに株向 〜2 〜6○cmt, ス市 ふ ッ 〜=mにﾡられ. 

/〜年の後に山苗とuる , ﾡ苗武成法に. 時にﾡ浜正出広 

ボプラﾡﾡとﾡ用するとき . 土ﾡ々気が成改に五 L こいると 

ころに孫用される ・ 本法に上り強曜占ﾡ弟苗が«られ , とれは 

徒氏せずに上く黒に耐える . 受に移植にﾡして. 苗と 別 し 孫 

捨する ニヒがGきる. かっヌ.地上部と切り とり, 新う いﾡ 

ﾡと立てることによ り 幹 の 曲 り と改良し得る。こ のこと 口 或る 

ﾡのクローンにと ってﾡに受広の. しかしながら幻時の成 

氏がおそい品ﾡ ・ 土ﾡ々云長条件が不良の と二ろさ はﾡ西ﾡ成 

法はふすすめできぬ .神付すえおき苗によるのが氏明であろ- 

その他. えヒ神付すえ上き苗と同-古ﾡに武成るﾡﾡ 

式も あるが大迫ていので有ﾡする.

さてﾡﾡはﾡ付のﾡに水中にター〜S時向浸六する ・ その効 

東は品砲やﾡﾡの新ﾡさによっ てもﾡuるが ﾡのﾡくﾡ 

ているデルト イデスアンギュラ ータﾡuど , 曲方系の品程 では 

2日位の浸ﾡが発恨歩合と加するのに役立つ ・ デルトイ デス 

系は発根歩合がﾡい。ド今今ーザ商への予防処ﾡ2行 ったり 

発叔匠ﾡﾡと塗布L たりする二とがあるがそれらの効票は数分 

の 成功 を 見る に す ざ 口 い,但し ロイス 系 の ホ'ブラ に 口 死 根剤 の 

効ﾡとみとめる ・ 土ﾡがさわらかてﾡけ ば神 ﾡは通がっ超 

ﾡに土壊の 中に神付けるが上い。このとき若いﾡ戻と告さぬ上 

うにせよ . あらかじめけられたﾡや敗の中にﾡ付けられるこ
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ともある ・特にね広えの場合にはこれが一状的に度用せられる・ 

ﾡを煙めるときは, 土とていいに掛ける二とが必季に。ニ

によ り 土が培硬や根ﾡによ < な空 し < ﾡ根と客する土点の空 

洞と②二 すニとがuい. 神ﾡは地上に /〜2のﾡとﾡしく, あ 

とはﾡ中に神入される. ﾡ媛地 ・ﾡ長不能地ではﾡと切日が 

面ス レスレにびるまく神付け られる. 根商の場合も同ﾡGある. 

た. 味ﾡ

苗の土はﾡ大て新斜uのて ・ おびただしいﾡ章が生じ。神 

ﾡ々着苗とﾡしい差合と展ﾡする - 二の ため除草が常にぬ9と 

なる- .

神ﾡ々ﾡ苗 . ﾡに根話は多くのﾡﾡと生すろか。そのuかc 

しっとも強確てあり.. かっ位登のﾡいしのと-つのこす・ ニの

ボは早く行っ <はいけuい. ﾡされる調ﾡと引離したり ・ 表 

ﾡしたりする危ﾡと雄るためである. 二れらのﾡﾡはﾡだ+ 

かに木原化していuいの, 二れら危喚は人岡 ﾡﾡ, 雇天食 

uどがもﾡたらす , もっともﾡ量に良い時期に, 萌ﾡがうo〜テ 

Cm の長さに伸べた時である ・

え 訓表除去

これ は / 年目には突行せず . 2～5日に二ﾡにとったﾡ校 

とのささ . ﾡ核きり ヒる . 板が系らか時に叔で切りとる力 

がょい・ ﾡﾡと幹2ﾡにっ < り 出すためには. 常に部木が承 

大限のﾡと所有することがぬ愛だからである- ヌ・ 切リ取る時 

にﾡと っく り その結ﾡと L でﾡ告ﾡにド今ーザ面の尽入と

ねく ことのい上うに注ですべきであろう・

.& 保裁

型付々神に 際しておこるﾡﾡを正けるために,画木は各ﾡ 

の色で標基とつけるべきである・

4, 保愛

このm向ﾡにっい ては後のﾡで阪扱 う. ここではド今4一ず話

- 7- 
への対策とのべておく ・ 型校除去はできるだけ早くなおす二と 

, その際に生するﾡを可ﾡ口頂り小とすべき二と.直時に銅 

・ 有ﾡ北合ﾡからの飛ﾡて唄霧処理こはすこと。 さりがら保窓 

○政上の千ほは, 強木の政長と注来るだけ亜監に保っよう に枚 

培することである.

m. 苗木の通取と調ﾡ

二れらのﾡ作は索がらてから実行する . するどいヌと もっ 

かでﾡ取るが, ごの仕ﾡはかなり生達式にみびくので, 大さぶ 

話畑ては堀ﾡ列の各側面にﾡを入ておき , そのあとで.党い 

ホーと候用して地下で根と切り とり 苗木とﾡ上げる. もう一っ 

は. あらかじめﾡこつくっておき. そ二え西とスﾡさせるも2 

Cある・ ウィ ンケケーブルでﾡ勤する特殊山ﾡが. 正確グっ 

歴に暴して屈取茶る すすめることもある ・いずれにもせ上 

てaるだけﾡ2負ﾡせぬように注起すべさであり,特に ﾡ 

に苫木と引なく ニとはﾡ対に量け* ば77 らぬ ・ u送乃収の限 

上. 面木のﾡ枝と取りのそく 二とがるる . ニは部分的にはぬ 

ﾡだが, 澄友にわり刈ムむ こヒはいましめなけれ は ら な い 

・ イ タ リー では側枚を会部味去ナるが, -般に, 堺したえ候 

ては,樹ﾡとﾡ系の釣合上 .又,発ﾡの促ﾡのためにも。ニの 

上う"意しい剛枝除去がほﾡされ 正当たされる - 除去の除に 

幹にﾡして切取るこ とは切口と大きくするのですすめら な( 

・ﾡを小さくし く ド今サーザのほ予防のため )ておく二とが 

必喫ひのだ・ 

z 百 木の兄格

キデ . ﾡ砲から直ﾡに下成された苗木と. 苗 か ら 正 ン た 

商木22別する こ とが必ﾡである. ﾡ電からﾡ族にられた苫 

木は, /成長期のﾡりになろとﾡもﾡも/年生の苗となリ・ オ 

ス成長ﾡの絵り にな は 幹も根もユ年生て ニの年にﾡﾡ 

とdる・ *ヨ成浜ﾡの終りには三年生雨となり, 苗 畑 にこ れ 以 

上長くすえておく二とはおすすめてさ ない.
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根ﾡから有広されにﾡ木に派河の手のりに、根がス年生, 

ﾡが/キ生とる ・2年目のﾡリにロス年生苗となり. が3 

狂生, ﾡが2年生, このとさ首木は定ﾡに十みd大ぎさとなリ 

二れ上りﾡくお大さすざに. 特殊な合にだほ用しうろ 

に す ぎ な い,

市販される 苗木堤格は-ﾡに年令に上 らす ・ 苗木の孤部から 

ノの高さの点で周画そ別定し, 二れ<堤ﾡとめる・たとえ 

ば, ～ ノ。 c7, ノo～ノ2c», 〜 <,'加,ﾡという具合に ・

樹 高 3.5o wお上の /みの高さでの戸圏2cm に 満 ため 苗木 は 

すてられる. イタリーでば2年生の幹と将つ苗について,次の 

取す分類が授用さ <いる .

&) 地際から / mの点てﾡ田み〜くw の苫木

b> ク ノ2～5Cm "

c) • ク /5C 1ス上 ・

二の分類にもとづいて. 正常西畑では,ゝス下のﾡ合で苗木が 

円られる ・ し不ﾡ語でﾡてられる ものがテ%ど生ずるこヒ 

は契めねばuるまい.

生産される西木の 3oス は &)のス テゴリー に成す

" zex り), '

・ 32%c) "
フランスGは クよ/年 o 月3/ 日付行政令にもとづき . 

ポプラ の 挿穂ならびに苗木 は盛 売 統制 た 受け で おり. 画木はそ 

の年令と大ささと表示壮ねuらぬ。年令は面木年数(ボプラ 

②如き星子ﾡﾡでu(もめはのとる) ・神木苗年数移mL 

た乱原てすごL た年数 . めに記入し ・ ﾡ高、はﾡ司より手 

Sのほさとで表示する.その位, 為部より /ル上の点ﾡで

めア岡とcn 単位で測リ . 二れと附け加えるニともある.頁 

例を示さう,

2- // ク / o. みo
二れに神ﾡからっくったノ年生ﾡ, 者高 socm

O 3 / ヨ 7 //o- 2

渾惠から

の後迅取ら

2
浦穂から

年成さ

つ た , 神けてそのまま3年ﾡすえお き . こ

れ の で,が高う, 周

/、 o/な一

田 ノの〜C

ノ<

ら れ た 年 生 ﾡ。付俊 /年で 移ﾡ し , そ

れ た し のD 樹高 う、O ? , 周田 ノ・2〜/ C /

ﾡの 供給ﾡ

株によるも

作られる土

ﾡに分ﾡ

年主の若木

れ

市

と

れ

方

の と

ﾡ は

で き

と

あ

る

と役用

て頭木立とさ

みの Ci〜 / 入 で

し

る

ス レ

し て . ね ロ え の 地上部 つ液す る も のD と , 母

る が で は 有に ついて の べ る ・ ﾡ株が

く

し

れ

あ

新鮮で ズハ つ ﾡ六なる を要す る , 二 のD 百的は

年生若幹

, 地際か

る。 株

と

の

る・ 母株か

生産する にある .母株は .～ヨ

ま ら

ら

れ る か 一 定の 高 さ で ら

は

る

,株42 C" ～ / 
ﾡ手 はこれが文し

M , 畝 

てﾡ

て用 し得る

• S木仕立の

まちち

ギーGは

ニリ と

が ﾡ退 を示す

に 三れ ばﾡ年

場合にﾡ高

皮 と ら れ ,着ﾡとして 分 ご」さ

にする がは各国

で あ

5の(t

I二 至

南

れ

,フランス

// 国

ドイ ツでは

ド

才

イ

i

ツ

と

ノ

し

ダ で は

北 ドイ

ている

ば狂株はﾡ新されねばら

は野株の 受新は

用されている ,

S-

よ って は退に現象

だ・ﾡえが発生し

uお, ﾡﾡが宏生

～み

ような

をお-

「

し

て. この点にも注歳

分ﾡﾡ法

本法は木のできな

ムラ系のものに用す

と き

.ノク～ ・フ2 C 7イ

ツG は地際ス と

. ドイッでは2年:ス

・ ﾡﾡの万長力 

ぬ ・オランダで 

イ スも○年 が 株

無性的再生ﾡ と量戻に繰返す と品径に 

すので野様を軍校える こヒがルﾡての

は込ず至急に母株と受新せ

通ぎれば, 良属の神ﾡが得られ

と 受す る -

・ポブラ, たとえボ, カネセン

ろ . ﾡい分根は根がら所リﾡさ

為ばな らぬ..

なくなるの

ス系 卜と 

れ , 苗畑に



数年向移ﾡされるもの .大の繁ﾡにはﾡさていものだ・ 

程子系ﾡ法

ﾡ子は翌意に阪す るヶ , 西西に番湿せねば広らぬ・ ニのことビ 

御木から直最に保ﾡしたﾡ合。も ・ 百津の時にするように,並正 

とモと各々同ﾡ正ﾡに切り系って別«のﾡﾡにﾡし。 ヘエ長品 

さたものから得た型子の第合でも・いずれにも同橋である・ﾡ 

子の周留にっいているﾡは, す り合せたり, 細かい目のザルの上 

=ェうことによりﾡ去し母る. 二のときﾡ子にかずルの目グ 

らるち るのだ ・ﾡ子とﾡと共に埼< 二とは可ﾡﾡが,ﾡ子Eけ 

通いた方の一にまる . 型子に非常に缶がいものて /8 S32e 
～ さ○eotあ る ・ま<とさは フ しーム内 鉢に細”$>”れ, 

ﾡ末土とわずのにまぜ. ﾡ密のﾡにﾡ*して湿気と保たせてお 

・ 種子この上に きっけら れ ・ワラで保須される。 5～4日S 

ﾡﾡするのら適宜にﾡ引いておく ・雅話のうらは称客に上わく ' 

※な分にとむ 各又の ﾡ寄はな告承2早えるしのに. 初ﾡ皮のダり 

に きはよ○"wのら/wにiするものS. の 後の 取扱は魚木 

話と同ﾡで上い . 地方に上 っ てはﾡ場主々育首茶有が川時に生ビ 

たオブラヌ※ ﾡ書 と受しC古ﾡするニとがある。二らに交

ﾡGありﾡ依少いもののだ・

• 資神査林法

包と有するてと用するWり = . 土地べ面ﾡでよくﾡねすると 

ころでは回*去がﾡいらる。 浦 欧 で ね一般に 湿地 に適用 とれ • 

ここGビ穴堀り o:困燈だが, 許の先拠ととがらせく系さな0～"2 
cm にル中へ俺込むことが容あである - 二の回』にに云い為ﾡと 

帳河するか. 大ﾡ木をﾡﾡする, 二れにﾡﾡから盲放されﾡ～ 

引年生の百て. 根②初分を取りのでいであり ・ 長さう〜さ,R 
自&〜ocw 位の大きさである。二の大棒木は飘木过立の母 侏 

から得られる二としあり . 樹冠から杯頂したﾡ々 さては枝打の 

際み布と利用する 二 

が不良てある・ ﾡのま 

ﾡ刀は年と共に政 する 

も便用して以なら短, 

く 廣政する二とすら 

す ものと , 板打の とき 

もの と両万のﾡ合があ

ともある ・恒しこれ 

いものは大橋木とし 

・= 会弱なもの 

形気のﾡ系L たﾡは 

ある ・ 中近東 で ほ伸 

生 ビ た .3o 〜。2 ン 

る。

ら の 場合は 大神木の 型 

てﾡ用できい。究根 

や気にかかったもの

tX 二と

す る場合にもﾡ題と伸 

の長さの枝るﾡﾡする

I ポプラの核打

く ﾡ夜 丿

種付 時 . ヌ は福付 後 / ～○年商にﾡと樹冠のラ ンスこほった 

めに剛校とのさく tの

(不足ﾡ々不定校の除去

本の際に不記ﾡがﾡ生することがある. 二はﾡ去 せaば 

ら ぬ ・

( 校打 )

二れはﾡ枝を細ﾡ的に除去してﾡの己原を高め, ﾡの販売可ﾡ 

の 部分 を 店 大 せしめる,

以下 二れらの二とにっいて詳する.

平ﾡ板

品欧若国の土患及び気ﾡばﾡでは ,ﾡと若いねに上る水分 

改収の向に不術こ生子る二とがないので, ポプラは剛ﾡの全 

部, 少くとも※本かの板とつけて植付けられている, 二れに及 

しィクリーでは.校をすべて叔て"りとり ﾡ意そ 政少 せし8 
cいる ・ ニめ とaには切口そてきる店け小さく するようつせよ. 

有害西の頃入するおとれがある - いずれの万法にあいても ・ 

福付後生い →夜と保存する ニとが必要Cある , 宿物はﾡﾡにし
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てよﾡ和しﾡく茂っﾡ枝とﾡ大限に対たねばﾡらぬ ・ ニれら 

②板に9吸と枚のわ知てろって 強山 な成 •項. と 請番えのﾡ 

力好人かために役立つの さら-枚によるﾡがﾡの夜入2 -

招く 二とと汚えるならば な付後の～～5年午岡は平ﾡﾡそさ 

しひがえるべきた。 二の商にﾡ打がみとめられるとさは例外で 

あり . ニTにた若板と味去するﾡ合, 岩号の ﾡ和 a 破る 則本 

とﾡり つめる場合に限られる ・

不定ﾡ々不ﾡ校の 除去

ﾡ幹に不定ﾡが涙われるニヒがある . 二れがびて不定板ヒ 

■ る • 二れらﾡと除去したあとの箇所に払るもので,戻のす 

ぎ正校にょ り暇芽が利教され て動き払し たしのロのだ・ 不足 

ﾡは式ﾡしCから2年以内に除去すべきCあり . ボの容易さ 

からいってﾡがた最初の年にり のさ< ニとこおすすめした 

い。 2～3年向っざけてこの作ボとﾡ返すことがしばLビぬ 

ﾡである。 作業の 時期 は面ては7〜み月でめる。 長のﾡ打は 

不定ﾡの波反と阻者するものだ . 二の り方では小さなﾡはネ

cにびおり , 式現する不定ﾡもわすかだ。祖L 不板 こ神木に 

使 見す る つ も リならば. 不ﾡ枝とよくﾡさせてから年に切り 

と っ て神付けるがよ い。

• 本打

校打は材肩と高めるために実行される もの が. 央敗すれば 

重大な同値の 減迴 と生する .技打 は 頓付•後 5～グ年向にﾡ行L 

てはてらない・ この時期湖にﾡができるとﾡの中ﾡ部にﾡって民 

ﾡに耐えなく なる ・ 枝打は通時査ﾡに為すをﾡする , 通度 の 板 

打に樹号と叔の同の内ﾡとみり . 不定ﾡと促しﾡの恋着をさま 

たげる ・ ﾡ打 L ロいとポブラ は自然ﾡ校せず死請が現われて初 

をﾡずる ・ 校打はﾡ査 的にす 、めてさ .最後には高の% 

の樹冠このこす ニとがのそL い, 支ﾡ。2o 年上の林分 とュ。

ﾡ示満の林分とではﾡ打のす 、 め方が頁る.

2○年以上の おﾡ ととる場合

ャノ既商 ( 5-年 までゝ

完全ば板打は実施せず. 早期校打. 不定ﾡ除去のみてある.

ﾡ2段商 くs〜 o 手ゝ

下がら今のとこ ろまcﾡする

u 5 ・
才3取時 、o～←ﾡ)

不定ﾡの除去はﾡけてふこ

下がら々まで板打ら する 公ﾡ あ れば不定芽の除去こﾡける.

オ々殴商 (年～ 位 期)

二の時ﾡのﾡギに校打は 広大 さ れ 幹 の なョ で板打される ・

じ期でﾡ冠はこの割合を保つこﾡする

220 年未満のﾡことる透合

イタリー で 期 ノぷ年の林分ば

中ノ民南 く/〜引ョ> 

ャ2段商 く4 〜 6年 > 

オラ段ﾡ く4～s年 

ャ<取商 (ふ〜 /○年 )

次の受て校打をず\ のる・

枚打し

今で長

んまで枝打

まてﾡ

このﾡ合で枝打こすすめれ 根とﾡ冠の向の基本的 短
は 保 た ねる,幹 と 裸に し. 道むるそにしてしまうようび校打は 

行 って に ならない,坂打はムﾡﾡである. しかしﾡ岐的にすゝ 

めてゆく dらげ, その不利益はかコ り報和てきる もの だ. 我 打 

はﾡ述②安須の位に次の 二 とに注意すべきだ。 ず生枚のﾡ去 

口&4〜7cw 下に限定すること. 又に商期に校打するニヒ 

・ 交夜はﾡ結ﾡメ外はいっ枝打しても上いわけだが, それにも 

かがわらず夏は運けるがよい。 枝の重部は未だに生きており . 

それと引離す二とによ り 生きた 部分 かさ らこhる 二 とにはる. 

失際においては枝の味去は生ﾡの除去 と 同時 に 実行 さ カ る ・ 

ボプラの場合 ,生枝除去ﾡの樹ﾡよりし叙害が少uい。ニ 

ロその強ﾡ性と広ﾡ性によるもめ である 板打の玉上の時
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ﾡは冬の祭り (2月〜3月上ﾡ >てあろ ・かくすれば危に広云 

汚のはじのにaおり2のる し , ﾡﾡの害しぬがれる・さび- 

い深ﾡのおそれがなけ ばなの校しよい。 温和気ﾡの土地 

cは み月示かラ 月始めて も表打よい, ニの とさは枚打らと示 

板除去と意なCお二っ ・ 翼の枝打にの口がﾡﾡし々すいの 

で防ﾡ利2塗布する と暴する ・ 秋の夜打はさ〕しい冬までに塞 

高垣ﾡが完会にはG さuいニ とにさる・ とのほか, 名板のまわ 

りに隆起した部分はそのまま残すニとだ・ 又 鋭利て道で辺 

り ﾡらかロ面さつくらねばdらぬ,枝打の切ロは防ﾡそ 

を布する。ボプラお点看の中Iに二回り となす人もある。二 

れは定ず@のらある反さﾡけﾡして生板とり,の二った部分 

な右死しCのら枚らする・ このゃりスは好ましくばい・ニれ 

はﾡ朽因の浸2招く しのだ。

-15- 
とえば. 一例としてハンマータガネこあげるヒ, 二れはヌのﾡ 

分とその支ﾡ部分よりなり. それに云い柄がついている.柄は 

マmあ り 互にハメ込むこ とがてきるので全長はど〜みmIに も迷 

する, 二れは若いホブラの早期ﾡに授用し直径5c の衣こ 

切り取るこ とがで さる。 クガネで切るのは/年生の衣のみに限 

られる。こ② 道具 を 便 用 すれば木 に 登らとも/on までの枝 

打が可能となる ・ かな り の高さ にこのるためにはﾡいアルミ 

ニュウムﾡのﾡ立様 子が長用 されている . 枝打作業 は請負はﾡ 

にし てはい け ない, 率のは必ずしもﾡのよい社ﾡIにコら 

と. "lり取った校と 夕ﾡ者 に与 えてしいけuい。二 の/合,労 

務ﾡは等の利益のためにﾡ度のﾡ打こするのが常である .

枚用

核の直貝とこてﾡ. ナク . ﾡ. クガネなどがある,いす 

れ もヌとﾡ利に保たねはらぬ ・ 板打の力口は清深に滑らがに 

ﾡ た * ば らめのらだ. 細板そ切るときは祭と便用する ・ ニの 

とaは切口の基部が須場をち二さぬようにせよ。静に完全に平 

行な切口 はっくるな . ニれは辺口の概と大さくする. ワろとa 

は通度Iに枝と由げてはいけない・ ナタはそれ2便用する作系買 

のに相だしたものであるべきだ ・はじめ二上に向って9の 

表重とmえ, 次いで下に向っC打ﾡとるたえる。これにﾡとa 
く 二とがない。 枚が太けれ ば4 と侵用する・ ニれはmロ がﾡ港 

二るきらいがあるが. 未ﾡ者でも容易に軍く手がSきる 

列点で相級でさる. 二れらの道具は軽いﾡの先にリっけられ 

る ニ とが多い ・ 李の長さ は各ﾡあ っ てﾡ立式になっている ・ ナ 

タロ 熟練者 み便 用 す オ ぱ■迅 速 で 風 い 結果 が 得られるな ・ ふ品 

未ﾡ媒若がﾡ用すれば少ながら ぬ項害 と遠起する ・ 用具の中で

タガネには特に言及する契 が あ る , これ には各型式があり , Tた
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ポフラの保ま

徴 寄

ボプアラの君木ゴウサギマネズミ のによ り改ﾡされる・ 三れらの 

客域は根と食ら ものとﾡえと食う ものとがるる ・川ネズミ.と予ネス 

ミは深い穴とほる . 二れ-*られる と現倒者そおこす ・ 賢ネズミは 

木にの ぼ ってﾡ々君枝となう ・ ニれらの攻ﾡとﾡくためには. 木の 

ﾡ元からﾡのすみかとる卓々地物と 一堀する こととおすすめ 

する. 翌鉛とﾡの化合ﾡは浮ﾡとして有ﾡである。こか ほ 也の動物 

に客こ与えぬように満の中々坂の下におかれる ・ 川ネズミは点に 

フナにかのり ,沼地けに左思するとのGある. 炭マ石灰浴液,キ 

ﾡがとと 幹に 塗途布する とﾡ及の食害そぬかれる ・ ボブラ ﾡ令林の 

近 く に大 きu木々森. 自べのミめ 確木 山があるヒさはりスの食き 
・

がみられる。 ホリスは樹木の先端部と広し, 主契な枝の樹及と利 

き. «ocm～一の氏さにわたりﾡ反とさく・かれらそれそ。 

～ノマ cmの長さ , 2～3 cm中の破とLて栄にもちはこぶ,そ 

の後 . 木の先端はﾡ死し . 突京に上 っ C容易に折源する。地上から 

釣一mのと二ろに樹酔にワナそとりっけておけば。 りスは容弱に 

つびまえるニヒがてさょ う。 ビーバーは合覆の方法Gヤナギ科のﾡ 

ﾡときする 。かれらはダムとっくるめに水面が高められ,その結 

ﾡとして 水が ﾡﾡし. カナグアスンが枯死するに至る, カナ グ狩 

猟源常局の 役人は ビーバー ことらえて他のﾡ所へﾡすことと我務づ 

けらることがあるが. これは共水防止のめである・ その他. ビ 

ーバーは若板と好み ニ と食害する ・ﾡロ ーヌ流ﾡの例では ・ビー 

バーか自ボブラ環ボプラを食告するのて, ﾡﾡが多数存互する 

のﾡではポブラの林は実行すべきではない ・ カ ナ ダ京 ﾡのマス ク 

ラッ トは 今e5年にョーロッパへほ入され「たしのだが,彼卒は場 

に穴と通り , ﾡの上にﾡえてある木と倒すことがある. 二れは部G 
とらえることがﾡすく . このモﾡビ高ﾡしのだ。ウサギも若い

木の岩アと験むのS ・根元と種々の手ほで保ﾡする安がある, 二の 

ために松の校々トゲのある校の系, 製なのボなどとと酔のまわりに 

めくらし スはモークーオイ ル ,牛式 . バラフィ ンuどをﾡに塗布 

する , 鹿どどめ大型狩 猟戦 はポプラ 林分 に と って有宅てある . 大型

章食嵌はアスンの樹戻と好み, ﾡ々の宅とﾡ起する。かれらはヌ

ポブラの核と食い舌畑と元らすので . かれらの頭数は分ﾡにより

しておかれるべきである。 ポプラ畑や受新地ﾡは /〜ハ・mの 

奇さ に 垣根 とめくら し ・ モの 上にの有烈鉄ﾡと双る . 若木に対 

してもフイ ヤーて囲むかっ たばかりのﾡ書のﾡ/7ほどのもの 

と?にしばリ つける・ 牧にﾡえたときは. 家をに注意すべさS ・ 

針会8 トゲのある抜がﾡ用さる . キに対する保ほとしては 割に 

石浜とキﾡとまぜて会布し .馬に対するものとしCはﾡに石ﾡと馬 

ﾡとよぜて会っ こおく とよい.

風 害

ポブラの市中てもニグライ タリカ種は しばし 保型再と して福え

フ け ら れ 

街路書に

しても,

ﾡがあ る 

和 が あ る

るが耐風性がﾡい

長用するこ と

潮及.に 対して

。ﾡﾡに対す

。ﾡいﾡに つ

ﾡ抗性が ある。 ロブス 

ﾡ地て はどんなポプラ

は稀

っ二のた

である,

も 振ﾡ が あ

る ﾡ 性 呂

いては ト し

ア ﾡ は 反L 客

で も 風客 1二

めオ

る

れ

のD

ラ ンダ県北部ではポプラ と 

に及 して アル種はﾡに対 

てﾡ岸用係ﾡﾡとしての価

ム

と し て は

ﾡの方

と う

やら

(ペす

れるし

こゥはかにネセ ンス 

が環ボプラ確度より t 
い. も っヒも高長の風 

, ﾡﾡの低いとさマ .

内陸に再左するとさばポプラは耐風ﾡとしつのだ,ある品ﾡ, 寿に 

セロナ確は強いﾡでﾡ料し . ﾡの通ﾡ性こそ こuい. アテ材と 

り , ベニヤにするのが困ﾡとなる。 5○年上 も生育しているボプ 

ラ走令木はﾡ冠と、孫り . そっため風に上る大板のﾡ項が生じ* 

すい, 二の年令になると,ボプラは雇に対して安全てなくなる- 二 

のためにポプラはﾡ路ﾡとして走木にるておくべきてないの 

だ. 大きなﾡともつﾡ種の しの, 特にダェネローザﾡ 午年以上
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に古ると風のためにﾡ足がﾡ示し勝らてある- カザレモンフェラー 

卜研究所でなしたﾡﾡと試験した結票ては. いくっかのクローン 

は強風て曲るﾡ向と示し. 曲ったら元のとおりﾡﾡて委にもビるこ 

とは戻してない. 二れは校のﾡ並的びﾡさそあらわすものであり. 

風て曲ったクロー ンは孫去するよ っにぶせね ば工 らぬ. 用校生産 

に授用されている旧系のクロー ンにかようせ卒さと示す-ヒにない 

. 但し不良古向と L た場合, 径に比して樹高のﾡす ざる場合は 

危ﾡてあ る ・

海風の もたら すﾡ害 はﾡ述した・ オラングてはノタケジ年/月に 

北海の高ﾡのため土 ﾡが 垣分 と含むにいたったが, ア ルバ 運とカネ 

センスﾡは土ﾡ中の垣分に対し枕性があった- 二れに及してﾡボ 

プラ種ﾡは土療中のﾡ分に承もよわい ・ ユラ < り カ ナ系も環ボプラ 

の中用でるる. なおユーフラカﾡは分を多く含む土度中に自生 

す る.

君 害

一ﾡ的にﾡってボブラは北部湿帯地方に限られるものだが ボブ 

ラの生育は広なく各ﾡのﾡ役にぷんGおり. そのため.ボブラは寒冷 

地区てはﾡ客がおニる . しかし冬の寒さの客は少く •南方 系 品種 

と突な地に移したと aにﾡや小ﾡが宅されるのそみとめるﾡ彦だ. 

ァメ リ刀ﾡ部産の デル トイ デス系 中ﾡﾡのバルサム系と北部ヨー 

ロッバにえたときにそのﾡ例がみとめられる ・ 氏くてﾡ冷 &大 陸 

のなにﾡれたﾡﾡの中では , ﾡ洋性気仮のと二 ろに秒すヒ 同示が平 

テさて翌呑のﾡ客とうけることがある ・バルサム系に属するコレァ

国 キり スIﾡえ付けた ときにその 例がﾡられた. かような 

手»= 、ﾡ和グ別にナば.同ﾡ期とﾡのﾡ害の 向には直ﾡのﾡ 

はな ・ イ ギり スてイタリャ 改負 系ﾡ種を権えたと きに秋の早ﾡ 

て 未ﾡのﾡﾡがいためられたことがある。ﾡい放長期に適する昆表
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は秋おそく まS成長を続けるので, これを秋のﾡい地方にﾡえ村け 

る と早層の害があ る。

病ﾡ. ﾡにサ ビ病によ る系示は • 素の夫われた長のﾡ交とさた 

げ・ その結果としてﾡ署にかかり"すくてり ﾡの平ﾡで枯死する 

ニとが多い・ 平箱おそ零の管は, まず素がしおれ 次いで 枝の 先

都が枯ﾡするに至る ・若木のうらはガンﾡ添も発生するが, 二れ 

はド+今ーザ面々サビ面の如さ話害をげしてその 結県 . 京 の病因 

が不明 にびるニとが参い。きの気 &条件が 区マたるために. ボプ 

ラの箱客データは応用ﾡ圏がせまく ・ ・郡ごとの番に対する効性 

は明ﾡにﾡﾡするニヒはできない。 不幸は二とに,ボプラはるにポ 

裂2起三 しすいﾡﾡである ・ ニれは承結とﾡ解のとき I- . 木者の 

ﾡﾡと叔縮が寺しくびいことに起因しており ﾡ木の雨 面に多ﾡす 

る,そニ では週及ﾡﾡがﾡしいか ら r. 承裂はﾡ司に深く み ろが り 

• ベニヤに便用でき加い上う-Hる . 要の向に欧ぶの組ﾡが 契言の 

上にできるのて. ﾡ皮のﾡがあ らわれ, 2とみてすぐに戻裂のあ 

った とがわかる ・もらろ ん黒裂は 寒 い 冬の ある土地ておニリ,そ 

れに対するﾡﾡ別のﾡ性も十分にわかっていい。

水分との 肉保

肥でﾡ気の ある 土患 と好むﾡ裕ともっにもかかわらず, ポプラ 

非常にﾡﾡした土地でも, そこ 二根づいたなら ば根ﾡ cはある が 

成接するもの で ある。 デル ト イ デス 系は7メ り面部のﾡ帰地で保 

透ﾡ希の- 成分子 とLて 授用 されている. 極端にﾡ燥 している か 

ﾡ端にﾡ気とおべCいる とさにのみ ポプラ 末店は不可能になる。た 

ヒえポブラ適地で あ っ ても一時的u ﾡ県 がおこると非常 害' よ ば 

すものだ,樹 木が完全にﾡ林す るニﾡら ず, 系も示不十分が場合 

にﾡにその可能性がある ・ 植付 後の乾ﾡは ド今ターザﾡの攻ﾡをま 

ねく 原因とし力る ・ 土ﾡ中の 水分 は, 木が若いうらは十分だが, 成 

林すると不十分にびってくる・ ﾡﾡ別のﾡ乾性は明ﾡでないが, 力 

ネセンスﾡ* ト レムラﾡは耐ﾡ性が強< , 河解用樹理 で ある ニグラ
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系ゃデルトイ デス系は弱い 。,ボアラは増水々冠ネにはﾡ*dら数 

ﾡし耐える. ﾡの勤きか大にあるﾡ 氏期のﾡ冠水もﾡと者すろ 

二とがいのだが . 完全に矛L た水ろFに収がっかった時には ・ 

数ﾡ向のほさ にわた ば雪と○きふこす・

陽焼 け

若いポプラはﾡ皮が悪く . 日光c 隠焼 けとおこす二とが多い。 日 

光にさらされた樹皮の小部か役され。 ガン建ﾡと話発してﾡ朽す 

るに至る . 当初グらﾡ植されたボブラはﾡ署が少いが. 宏ﾡしお 

いて強い向と加えたとき . Mﾡ木の倒しにより不ﾡに日光にさ 

らされた時などにがよう山複害がおこ り やすい・

土地ﾡ求度

ポプラの土ﾡに対するﾡﾡ夏に高いものである。 ※せ地やﾡ佳土 

ﾡでは病気とみきお二ず原司となる しのと見られる, ボブラ の栄 

ﾡ未に対するﾡ ボ度に 未ﾡてあるが安色洞 くﾡが責化したりﾡ点が

るもの )が発生する 二とからみて . ボブラの受ﾡ度はその成立す 

る土地によ っていつ もﾡ足されるとは限らいということがわかる.

建害

ポブラは-級 に量 やガスに強い . エ茶地帝の中に, も しくにその 

ﾡに政育 しているのとしL ば見 かける・ しかL ホプ ラの成長は 

L星てあり . 樹幹は氏大であるのて , 理物が根と害することとも意 

えて . かのる立地ではポプラﾡﾡは刷限される ・ 足ペガスに対する 

品型別の玉ﾡ性は未だ明ﾡでない。
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ポプラに対す る施肥効果試験

・ クバコマッ チエ※写ﾡ局意業皮ﾡ 

サンチーヌマッ テエ場並林ﾡﾡ務 

ジャン. シマルドノン

ボプラに対する起祀は 示だW外的にしか実行されていい. と 

ﾡと救ﾡ者がら ・彦示刑足#をボブラにﾡ足 Lて, 上0急α政長 

と母たというﾡ告が時々入ってくる。最近ところど二ろで, 表式 

験がちすグてがら実版される うにどったが ラ2 フェレネボブ 

ラ 会浩計夏と すめこさたマッ今専局は, 足に演Lて.ボ后改

のためのテ取方去を研ﾡし こ今に至っている . 二の際とらる合 

ﾡ方夫の中に,北学祀料の適用が登馬する. 合理的d基肥の結さに 

到達 する こと なしに,誤 験 によ って施肥がﾡに対して不ﾡ会でが 

ら行われてﾡたというのが二れでの矢伏てぁ った .

施ﾡ試験はポプラがしばL ばﾡ 付けられる土慮型の上に面さ 

力 ばてら ぬ・いろいる ②研究が,畑次沼地く 有ﾡ原にﾡむ主ﾡだ> 

放来された数場についてすすめられた. マッ今"ためボプラﾡﾡ 

ﾡば・大ﾡ分がワズ・ エスヌ. こヌェマルヌ. の各県に 母ﾡ す る ・ 

グれらの 発長は 特に ノタ S ○年のらさ, ごれア収したり ,番にゴ 

信地したり ヒ た土地に天行さ「・ われわれ母ﾡ局の上地2分がし 

Tた結果と以下の衣に示そう。 M,. R.. By 4c,, の各た学 a及 は 

似しておリ, ボンドブリク, ダァ りェール, プしりのさ地が(4c, 
の保本がニニでサンブりン グされている . ) この 武験 に過する 二 と 

がわかる・ この地方のボプラお岩地の参くのものの中S 験結票 

は外法 (7)に肉 L て基惑である .
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ポプラ 土壌化学分析

モンシイウミエ
コッシ・コ ンテ,
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6C,の土矢ば弱ﾡ基で有校京空系かにとみ 可ﾡ性のP、Kが 

非常にそしい。この型の土ﾡては化 的成の aでuく 土点断ﾡ 

々自然福生も正している ・ーかかる土ﾡの占ﾡは.ハンノキ,ﾡ 

マナギと#ったﾡCある- メ上の運由に上って ・ウ7 りエー ルが ﾡ 

配試験地としてﾡ当であるとﾡ定され- その位にヴァリエールが 

試験地にてったﾡ由とLて . ニ ニの尋ﾡ高の土地が ラ52キ以ヌ 

soka のボプラ極お地にとりか二土れていること.交通王渓-二 

と, uどがあげられ上ゥ . 二の衣験地て地梅作糸をするときに, 非 

常に古い土恐てっくられた排水ﾡがﾡめられた, 二はﾡ系で, 座 

土のﾡ画に存在し 場所に上 っては水は地表面にﾡ水する,それて 

ﾡ と ﾡ裂するこヒが必ﾡであり , ニオ は,分々 ケ年 の は じ めに地相 

と 円 時- ち誓と刈取り , ﾡを切 ったとさに央施された・当 

.地のポブラ4救地は吉ﾡ的千法. 叩ロら ,ホ・ブラﾡ付後にﾡらしく目 

«生の繁るにがせる万法でﾡ理されるであろう・ それに交と 

容易にするめにされ るものだが . 植ﾡ列にそ って草2刈ること 
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ビさょひかえられる・ ニのボプラﾡ老地の上に キー試験地がﾡえ 

されたのであるが, ニニのﾡ付は ノラ〜ふから ノラ〜ヲ年冬まで 

の向にてされ「-・ 西木は2坪生ロブスタﾡ. ボンヴァラ ンの種畜ﾡ 

が ら ﾡ入 したものだ・ 苗木の根から ノルの点における肩岡はa〜e 

cm ・ 福穴ば 4ecm 立方のものと垣り , 苗木のまわり に 直会so 

c,高さ 5ケcm の整上をする。 (次雄, 浸地帯であるがら戸.) 

面裁状2年日に至り・ *-ﾡ地の区域ﾡえとﾡEが"された.

ラテ /年の当 初の二 とこある-ォ= 試験地 <は / 年おくて,ﾡ 

付は ノタグ ク耳の始め. 施肥は ノラケ2年のはじめであった。キー 

ず及地も斗一ﾡ験地も共にヴァ り エー ルのポプラﾡ救ﾡの中に存在 

する・ 各試ﾡ地は 6処理をセ合し, <の中にﾡ施更の対点Zを含む 

・及仮表は4回. /プロットはノ～本極である. ォー試験地の実段 

記置は乱皮法. キ=式ﾡ地の職配置はラテンカ裕法. 後着の方が 

すC力た手送といわている・ ヘの諸では. ボブラ救定は近識と 

加聖に系足するといわれている ・ そこて*一 試験地<はﾡ歌とョ 

の効票と目的と した ・ - ニでは宝示と石灰は雨いていない. - 

桜声看の方とLて・有桜風態安泰をもっまﾡG は硝酸塩肥料はボブ 

ラのﾡに賀乏りと言う・ヌ 土ﾡが画換佳石灰に優んていたとし 

ても.ポプラな分析の結票は. 石反②所愛証が無堤できム=とにa 

る・ こニS才=試験地でに,加置ﾡﾡと戸し<,照 酸石 ﾡ a c 
消石灰の効ﾡと検討する ・塩肥は ノタケ 年に天行された. 番木の 

根えか ら 半 超約 aク CM の円そかき . 円の上にﾡで飛さ。。cw。 穴 

とあその中にﾡ祀がコさる- 二れにつづいて, そo製のたﾡ 

ゴ,ﾡじくﾡ○cwはロれたと 二るに地表ﾡ布さ . ﾡさムLに上り 

配料の のもどしがなされる ・無々理区は . うめも どすﾡ料がない 

のだが ・ 当総・ 同ビようにすき返へされねはdらぬ-施ﾡ時ﾡは砕 

&歳は々月～テ月, この他のﾡﾡにはノ戸コ月Cある. =らの4 
ﾡﾡの 伏ﾡは後のに示すとおり である。 ノラ5«年以降. 石 

灰点用は中止された・石次の効用けLもいとおもわれる. そo 
位の 各ﾡ配料 は, ﾡ効のお統性としらべる ニ とが示る」う と
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ノタよ5年にに施ﾡさ uかっ た。 各試験地にﾡL て通成長ﾡが 

にﾡされるのと同ﾡに, 上の二とは後ﾡ, 分析されるてあろう. 

二こで各ざ験地というのに ,われわれがすぐにさの成立をのべてき 

たャー試験地とわニ試験地, およの, ノタケ2年のめに, 同じッ 

7リエール地区の, 大汝ﾡに設立されたネモ 試験 地の二とである, 

オ三試験地について説明しよう - ニニロノラケノ年系見ﾡてられ 

ていた枚枚地 . 株ﾡ地で . 水細は干入しされず. ﾡ生は変にLて 

イグサ やヒゲグサの用となってしまった。 北学紐成は前に示した如 

く. ﾡ里と燃酸がﾡめて少ない 。有ﾡ原の割合はこの試吸丸ではム 

ラがあり . フ番目のサンブルプロットさは。.4% ・ヲ番目のそれ 

では.// 夕% とな っている・ ラ番目のプロッ トて ・ 本層の砂む分ﾡ 

と行ったがその結票は次の如くであり , 二れ は 森林 治水学技 の 土 底 

研究室長ゾショ フール氏 に より 決されたものである.

表 面 - 22 C

粘 土 /5※ 75
ﾡ 土 -2<2

細 砂 2
ﾡ 砂 フ フ ケ/

有ﾡ属 ノラ S.s

ァ②等向ﾡに排水ﾡとﾡさ , 二れは /ヲ53年がらノタテ< 

にわたる冬のﾡに兄及した, 福付は ?ケ«年当初に索施され, 

ﾡ穴は〜ocm7 m方で ,堀穴を二れ以上に大きくするめ委はなかっ 

た・話はノ年生て. ﾡ田はん〜ケcm, く福元よりノルの点で球っ 

たもの サンサーヌの役所でのﾡ畑で得たもので I- ◇ﾡてあ 

る。 各処理の詳綱は次②表に示される・ オ ノ5父理区とォノみﾡ量 

区が 苦木ﾡ付穴 の中に施形 く室束 ﾡ料二 除く Lているニ ヒは 主 

目にﾡする n 二れは欄さ込しに上りﾡ土される ﾡア上 りも,有 効丸 u 
方法であるかどうかをみるためのものである ・ 辺論, このﾡ去は 

ノラケン年の植付当初にのみ実行されたものだ . ノ今55には
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各肥料に,ﾡ効のﾡ統性と見るために施ﾡされることがはかった.

夕よ&年にすべにの 祀料が あたえらた。こに置速ﾡのﾡ式= 

uされており ,プ石は ノヲ←と年に②みﾡされている二とになる 

・ 権ﾡされるﾡ該足料は 歴ﾡ ﾡ石及でも, 卜-マズなﾡてもよい。 

ノタケ«年意以系 ・ 暴年 ・ロータベーターにょ る中対が実施される 

・ このことはォーち上どネ= 試験 地 と 根末 的に頁コ る点 <あって , 

オ三試ﾡ地が中ﾡをゴすのに及し. ォーとァ= 試最地では ボブ ラ 

は常に目べ複生との菱合の も とにお oれ . ﾡ料も言然植生と分5合 

っているのT・ 次の表に示される攻長結項に. 年彦別, ボ検地別, 

理別に得られﾡ, 平均司ﾡぶ長ﾡ くる知理に及復されているので 

その平ﾡそ示す ゝをもって示されている.

寄坪,福物の休意しているﾡに胸高戸田 ( /w3ocx >2ﾡり, 

前年との差をﾡめ ・ ニによ り cn単で-政浜類に得られたボ長 

ﾡと決定する ・ 計測はすべて cw 単位で端数と除く .プロット の 平 

均 週 を っくり ・ 組ごと ・ 理ごとにとりとめ今枚を京する.

下の表では. 商単にするために . 単に合処理に上るﾡ平ﾡと与え 

る . 計 察 の 結果 は,

ハ ギ 三 試、駛 地 の 成国 は 非常に 迅速 で あ る .

2 ﾡ料効 ﾡはャー試険地では高ﾡ償"年目の 夕5ン年に至っ 

て有斎が結果と示してくろ・ オ=試験地ではェ目分ら, ォ三 

試験 ﾡでに即時に祀効を示す.

5) 施ﾡの持続効票はキーとネ= 試験地で は認めらるが»=試 

ﾡ地さは刻票 が a い.

) ある郡の施ﾡに明白にﾡ効と示す。しかしあるものは対ﾡα 
にはし 有効 でuい・

し し ・ われわれが試験地の表と分がすれ ばそ の結論に次のﾡ、こ

あ る ・
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試、ﾡ結票表

< 処ﾡお上び運年ﾡ因広ﾡ湿に対する平均役 う

玄.

地

番

号

処理 一施ﾡﾡ ペ本

5 Sc ・4 S
1-- ：—!-----

ca /夕2 2s3 ラ5« /夕55 35く

1 <.4 フ.く 4.2 52 SS 対ﾡ区

2 o5 o5 〜3 4 フ2 4.2 ク3
3 / o5 J• / ふ5 ふケ フ.2 7"

5
4 / 夕, 5 く* 4.7

5 / o.5 S 2 みよ テ 4.* フと

G o.5 .4 4う 4& $ぷ

ワ シフ «.2 〜ラ <2 対ﾡ区
不

8 / 25 e.5 3.よ タノ ss と./

9 / o.5 5 1 2- っ 4 フミ 43 火

io / o.5 z 3 よ7 4.4 ■ 45
!訳

11 o5 3 .e 4 7 <.2
前

12 / ○5 s4 4フ 5ぷ 4.2

*

試

血

13 /< 參ご さ4

4 / 2 o.5 う.こ 4.2 /o.4
15 / ○5 33 P.4く

16 ノ ◇5 34 4.4 e2
17 / 25 o 2

18 / ◇5 ヘ7 〜5 s4

昭話認明

ca ﾡ業用石灰

神破石 ス ﾡ 酸ﾡ 室 未 S $ 2
ルセ 俯 石 納破ﾡ室 株 ノフ、2%
S 硫敵カリ 水き性 K:O 5o %

ﾡ化カ り 水な性 k:O s。 な

SC トーマスﾡﾡ 可意性PO5 /8ス

Sw ﾡﾡﾡ石灰 百容性P、O5 s*

分析結果

ォー試ﾡ地

2. s, クの各必鹿区,換言す；h ば加 更 と a 組合 性た災 

理区 が 好待果を得て あ、り, 二の三な理区の刻票は大ﾡむい,そ

れて通ﾡ融石反e5 K2 と ﾡ化カ りo.sK2 と受用したZ がの 

で土 しい二とになる ・ ﾡ酸単ﾡの効栗はるLく ・ 加軍単用のﾡ 

票はべである ・

ﾡ 二 ぶﾡ 地

.e.2 の各処ﾡ②が 9テ3ﾡ来,すぐれた炭ﾡと 

示す. もっ ともよい火理区は . 三呉末をﾡ含するみメ区であ 

る.石及と併用したふ区は不政ﾡで. ノタ午4年以系,戸灰は 

施用 しない。加軍. ﾡﾡ区及び三ﾡ系区は有ﾡくある- ・未単 

ﾡ区はﾡ所に上 ってに最益である .

*三試験地

ンから ノ7での処理区の効承はﾡ意である。これらはす 

べて加里ﾡ酸②である. 通媛酸石灰とトーマス焼尼にどるらで 

しょい・植穴の甲中 に海ﾡす ることは,地上ﾡ布 すきかえしﾡ 

土法に比してすぐれているとはちえない. ?545月浜用 

。 ﾡ ﾡ石 灰は効票があるが. ノラよ2年4月 未施 用のそれは 

票が少い・時期がおそすざたからであろう. 硝石 は タ54年 

と月にﾡﾡされているが 同ﾡさ理由で二れも効票がそしい-

かくの如く し て得られT確証は . uにがしかの結論こ許すて ろろ 

う・ の論 ニらの結請は. われわれのぶ験地1に近りした地スに 

おいてのみ ・ その有性と発揮するものだが, Lかし , われわ 

は. ボブラ 桜病地 の大半が,パり地区でめる二とと知っている ・ 

( 訳 ジァ リエールはバリ周ユにある . ゝ 二のこと2頭に
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おくなら 次②ことが言えよう ・

a 正ﾡ改肥#く /本当り通ﾡ酸石灰。よK2〜 / べ8.にカ 

リヌは覆ﾡ加置○.ケ&> は政云と査する。

4, ﾡ 醸石 灰は上の混合ﾡの効系と受に増大する ・ 但し室系尼 

料めﾡ用は, くとも吉費的ロボブラ 栽声 については効ﾡがy

'い。

e 石灰は 板して他更料の作用を阻害するものだと言えよう。 

各試験地で得られたﾡ結采はﾡか山ものであるが。施ﾡとﾡを 

愛にﾡﾡする ニとは必學なニヒてるる ・ ﾡに請 隊量ﾡ料の弘 さ 系 

#をﾡるために二れはばﾡてある ・

-29-
、 ポプラ栽に関する化学肥料試験

森林治*波ﾡ ピェール・コンタン

私はホプラ造林と央行する桜会にめぐれ, 当初からそれを当 

するこヒになった. この林地は 

部の私有地にあり ・実行は所有有 

説明する処理ちよ び古験こそこで 

めだ・ 三長紀沖積居とる色めみ方 

g宏び石灰祐土ﾡで アルカ り

いるがﾡ水は行きとビいている。

・ 深度 くPH) ﾡ土 土

o〜3ocw c&) 3フ☆ 々ロク

3o〜4oC <a) 々o. 3タS 

とがっているこヒがわかった。 ノ 

ラ をに してﾡ利処理と起 した後 

ブスク確. 本数は4o。 本であっ

・ トイ ﾡ規にいモーゼルﾡﾡ 

によ ってなされた・私にこれがら 

ﾡ告す るた めに招致されて行っ た 

でられたそ 二の土窓は, 非常に 

役に立たぬﾡ地植生におおれ < 

土透分ﾡの 結栗

細み ﾡみ H.。 有ﾡ具石交員)

クノ o.& s7 / (2.2)
ラ7 ハ« e 4ラ <72) 

ヲ53年 ,月に. 所相有はボ 

にﾡ付けた. 二の苗は $/。 西でロ 

ナ-, aーン月には 同じ野

株グらとらた ノ$-22 本の苫木が植付けられたがこれには堀剤の 

ﾡ感お上びボルドーﾡ浸がなされた ・地ﾡは児全であって . 舞や 

ヒゲグサてどの福生は"払われ, 福穴はﾡ付にﾡ立って用ﾡされた.

2 れ!注意されたのであるが, ド今サーザ菌の攻歯がヶ月に 

現した・ 私見であるが。 苗木の外面について銅剤処理そしてもﾡ効 

の+うに思われるし ・ ドダ今ーザ函は.すべての欠支のあとで将 

ﾡするといち 二とはたしかだ- そこで表は, 所有看に , ポプラの根 

元にﾡ原肥料と参く感布する 二とそすすめた. ム月 に 舌木 は トー 

マスﾡ肥 75e& ・ 化カリ se2 , 確酸石灰 soa (るノ本当 

リ量)を施ﾡされた。 施肥の経映に多しがったために, 上磁の配合 

は根拠さく決められたものである - 幹から的ocmはなれとニろ 

に 穴とあけて,その中にﾡ融石灰がﾡ肥された。ド今今ーザﾡは
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と 発 逹. きつ づけ た ホ. ﾡのﾡﾡ-はﾡ傷のﾡ起がてきた.二の知 

環に, われわれとﾡづけたが示だ示十分uのて ・ 7月の総リにﾡ 

2回のﾡ料桜布と行った-. 二はタヨラスのが酸7ンモニア 5e <あ 

る. 2月の終りに至って . すべてのボラに頁希は程の強さとと 

り もと L, 例外とﾡわれる政長をと げた ・ ニの奉実は, べ的 a 案 

験のﾡ式と促 した の で 分る,

組ﾡ的ﾡﾡ試験

この目的めため . 私はフェ ルリ エ ール氏に依項した・彼は7ル 

ケス ②ﾡ性加更ﾡ引ﾡの度業校ﾡてある ・ ノタケ4年ﾡにニっの 

試験地が え ら ばれ =。-つは ノタテ3年秋に実行さﾡﾡ林地の 

中にみ置し, 他の-つは , ノタ5ケ年々月に福付けられる広杯手

地の中に作っﾡ,ﾡ験地はどれも 本メノ本 の正方形(L
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ヶ月周も不&伏態とす ごL たのである.

" ケ- 2 一2々肥料。 の並ﾡは受にノラよ4年の月と日に央 

施された. 二の重は

ノラ 5ミエィノ il ノ ラキ年<月 福

オー処理区 7 *#
ャ = ・ / /
ャ 三 ・ 2 p

Tニ が つ て ノ<本 > て ラテン方格法に上 り 3と の方格にッ本っっ

分ﾡ されている- 処ﾡ数 は 3 一つの処理に /・のプロットがぶﾡ

している, 土地のﾡ然に上る頁原性は・ がようにして打ち消され 

る,各プロットは在立にされてﾡ定される。 ノラテ3年/ 月却 

お験地, すてに一成長期をﾡぎていたが. "s-2--4 ﾡ料

経験不足のめに・ 売形ﾡ はﾡ書式定の それに近似させて定め 

られた。肥料は.常に. 穴の中へ扱入された。この次は,深さ 

ユ25～32c,直経みcm の炎っ「たﾡでつくったものて, 最

には客から42〜5o c77②地点に,やユ年目には幹がらょ。〜 

と○(はaれﾡ地点にそれるれっくられた. この方法は ﾡこ当 

長物の方へ吸引するため②ものである .

得らた結票 「.

の2確ﾡの分ﾡと施さ れ ニ ・ 即ち 4夕 本

こしてンふ本ﾡ施ﾡである。 ノタ←5
ば 5 . 48本は/e
年2月ﾡ試験地は、 =

ﾡづいていいので 肥焼けと心配して S - /7ー ノ7 肥 " と

ノ& とoよ子 それそれ施起した。即ち ム& 本は/ K& <ふ本

は②ケr& 〜み本はﾡ施肥 ・

ノラ53キノノ万ﾡ
く ケ-e - ・2/ 形料

ャー矢理区 ケr子

ャ- ムク Q
力=。 pに4

/ 75さ年 <月ﾡ 
く今-ノフ ーノ7 ﾡ )

•ハクク

o. 5 べ&

2 バ子

ノタ55年の福赦は. ﾡ大な央敗を司さぬようにと,土ﾡの決

結がﾡてからされた。このとき, ポブラ苗はﾡﾡ科の中で2

すべての氏ﾡ木ﾡ径は, 地面がら /・3omの急て測定された・ 

ォ/回ば '95ケ年〜月. ャ2回目は ノダs5年ﾡの 落示 ば . ャ 

3回目は ノタ テと秋である。示されﾡ数字は、 羽定恒のﾡ術子 

均 で あっ て. (習上 ・ ﾡ画と測定することにてっているために, 

これは周囲にﾡ算された ・ しかしながら私は直ﾡ二方ﾡの直経と 

測ることとﾡむ・ ﾡ尺で直径をﾡる方が. 針社ﾡ用の商率次福 

<周国と測るよ り し ,小さ u木については正ﾡであるとﾡ定てき 

るからだ。ﾡ高はく ノで目産られたﾡで測定した.

A ノタ53年ノ/月福ﾡ地

ヨ覆 ロブスタ. 不足分4本 くこのうち5本ﾡ海ﾡ区に 

し,3なは, しっとも多く施ﾡした処煙Zにﾡす・ およ2イス 

=当る.
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肥 重 均 頁 囲 正年平試浜量

ノラ ケケ 年 ノ954 年 ノク55年 ノタ55キ ・タ54キ ノ95一年 ノ?54キ

Cケ-2-ユ"足料) "W →«祀メ) 4 月 11 月 II 月 、 ,■

ケ ス" ス/c /.マc" .Cw 4./C <夕Cx

ハ2 ムク フ/ ノ2. S ケ 3 «と

o o フ / ラ <4 a 2、3 3.<

れと相ならんで2年商のﾡ高千均放云武は 各々 の.処理区 に 対

して. へ44n, ハク& m, ハノジm とてっている・

B. /ラ55年月福ﾡ

結票は次の知くでろる. 不足分は/«火 本のヤで。本, $o*がロ 

ブスタ率 . 5◇*が デル トイ デスヴィ ルダニアーナﾡ・2ﾡ重と 

/烈おき交豆にﾡ栽している .

・ 昭ﾡ 平 均 同 混年平3成浜量

/9さ5年 ノラ54年 ノタ5ケ年 /ラケ5年 /ラ54年 /ラ年 /え54年
(さ-ノマーィ7ﾡ料) cs-ペ-肥料り) < 月 ノ/月 バ 月

.ek子 5?cm ス 3とm 2scw ハ4Cm 、$c

フ. / ラ3 2 一

o o s タ 4.s 企〃 ムヲ

ウィルダニアナﾡもロブスタ魂もその結は戸旅で, 土だ両費と 

区別する 理申は 見当らぬ。 2年向の樹高平均派は. おのおの ax9

m ノ ク $22 7. o/mであった・

c. 黄験■植栽地

二の試験がHされた頃, この価桜地の所右者は経験にもとづいて 

試験地以外のﾡ栽地に. 施肥とおこuっア・

9ケ3年 // 月～/タS</年〜ノ月のﾡ桜地に対する施ﾡ 

ラチィ〜ノタ55年冬季 遅にカリ ◇.3^子 トーマスﾡ率 x2ペ

/タケ5年 農系石灰 o" 3327安 ○.55に2
ラケ4 年 ョ3xが安 p.xx2

-33-
4 / 55 年 月の福栽地に対する旋 ﾡ番

タテ$ 年 ﾡ業石灰 /ek子 33ス請安 o3よペ

/夕54 33%ﾡ安 o.sF2

こ らのばﾡで得ら れた諸結票を止ﾡすることは有利である , 式 

々ばノな4年 // 月に, 試映地の同団のボラを測定した. 苗木 

の植桜歴離は7»doG ・ 肥効に手渉することはなかった, か上う 

に孫扱われたポプラは. 次の広長を示した.

/ラ55年4月 /处6年〃月 合計 各年* へ
平均岡 池年平均成浜重

/953年ノ/ 月

/?5$ 年««月

フ、/ ノフ、ノ /2 o

S、ラ ノ/.と $/ 5

2年ﾡの樹高成長ﾡは,各々ヘS/ァ o.xくある. 室未ﾡ 

料 の多施は將 に 成位 に 好箱合 Gある .

結 論

ノタ53年 //月のﾡ載に次しての最初の海肥, ドサチーザ函 

の発展を阻止するためにuされ たこ とと念頭におくべさである。

. 旅肥 は ドチ チーザ 菌 の車大 立政ﾡをﾡ止するのに効票がある .

こは無効及ﾡ利処ﾡの代 り と

. ﾡ登は多い程その結票も上 

示している.

3. もっとも多ﾡした場合,その 

ノタケ<年の長初の施肥ﾡ用

本 料 スっsof
労 力 7.e◇f

/夕55年～ 今4年のわ2 -3

肥 料 4 力 a4、o2
労 カ タク. 2 ◇

計 ノ< <. oo

な る ・

い . 特に 室系賃の 多 流は好結駅 2

研要ﾡ用 は次のようである。

計 2x、ケ。 条 
、 ◆

国施肥賞用

f
f
f本
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/本当り施肥賞用 ノラクタのナ

的ao○f (ノ火と円)

/ = ◇.3円

仏国に おける ポプラ組織的試験

確索な結示のもたらす利益と除くと ・ 肉連因手の多い存常の収利 

性に対 して ,当初3年メ降の結采について結ﾡと下すのは困違なこ 

とてある. ・

赤林治水放帰 ジャン・ブ ール テ

ボール・ 今ュルパン・

ポプラに肉するフランス国内委貝会は. /ラ«s年, 林茶試験場 

に対してボアラの組的ぶ験計画を払求るだけ完全につくることを 

炎務づげた - 計画はヴァ ンウーユ見本林のぷ回らびにボプラ栽着 

に戻だとも つ全地方にボプラ 試ﾡ地を設ける= とをその済子とする 

・ ニ のボァラ 地方 試地 ほ,ボアラ英 黙林= しての桜能が契来さ 

る-そこには,乱人がロっている策囲内で 経済的 利益 を 有し かつ 

発属の可ﾡ性あり と方え ら 朮 る 除裡が列吹に； 又は林分 状 に枫ほ け 

こあり, 胆 付 栽 培 技術の 比 眠 試 駛 が できる ように 笈 って いる. どの 

堤 合について も,ボプラ ﾡ付地 はるﾡ土堪型ごとにっく られﾡが. 

各土透型にボプラ桜塔にあて ら n た土康の典型的な もの であ っ て 

かっヌ・ ポプラ遠地Gあるこ ヒを異した。 計画はノタ〜ラ年から / 

ヲ5ケ年の問に突ﾡされていったが, 二は容易なことてはaく, 

したがって完全虫結ﾡには未だしの惑がある。 緑数の田ﾡが出と • 

すすめてのく上にあらわれてきた 。土地の選択の上に, 次い<込要 

な 土地の入手 匚 ついこ ・ 私有地のﾡ刑に次係してくるので 非常に 

各理の用役形式 が ・ ヶースバィ ケースで画スは公共団体に係用され 

ね ば fらuかった・ く次を ボプラ試職地が公有あり • 借地あり . 

契約地あり で所有用役ﾡ係の区々たることとさす ものとおもわれる 

> 初期の困雄は特に土地の見示りと面木の入にあったが, ニ 

は合理的1試験地の設定と不可能にする 二と もあ った,ノタケ2 

以後に8ってゃっと, 乱壊去が一級化され, 結票知ﾡのための統 

的方去が採用されはじめたのだ- 

夫験配置

/ヲ54には, ボブラ 試験 株 . 試験 地は ノタ ヶ 所 に 及んだ。 

各供試木はすべて番号がﾡされ, 己位によ り定められた名のﾡと
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Lめ . われわれのﾡ肉の干によ って現川正 L< ﾡ定さ ・官理さ 

ている ・ゝメ下 .ボプラ試験林のﾡにつさその全容を示す・ 

a フランス北半部く北ﾡん4・Mス北

〔ライン ﾡ域 ドバンサン国林

試験地面積 -2 fa 的 ノ→8○本 植桜 

〔セーヌ塗地〕 ッンブノアシュールヴァ又

二 切 は契約私右林で試酸ﾡ表 テ たク ・ S2e本ﾡ総 

ロシュコ ンデ

二れゴマッタエ最用地で試験面ﾡ 5んa. $se ネ福 

Lロワール定成】 ヴァン ウーエ. 二れは地方ﾡ治体がら0 

地でﾡ償 ノ4ka 2〜22本

シャンボール 国有地で 〜72 &a ラ2本 

レボンドセ 国有地 / 修 2○本 

この試験は ノa«年にﾡめられた試ﾡのﾡ大であ 

る。当初.小面ﾡでじめられたが ・この試験地は 

新試酸地の中にﾡ含されて現ﾡに至っている ・ 

バレヌ 契約された私有地 ・5ofa "52本 

=オール ﾡ信私有地 ・ケofc "5○ホ

b. フランス南ギ部く北ﾡ〜4・Mメ南>

〔ローヌ盆地

ショターニュ国有地 <. 5o たa

ニれは ヲ3○本福付でニヶ所の実除林に分風

カダラシ 回有地約 s/a ノ$2○本をニヶ所の験林 

に分植してある.

・ガロ ンヌ ﾡ感 )

ブレモントバン ﾡ有地 ・ケof ○7本

セル 病院付ﾡ地 /5f& 52本

〔ァドウ ﾡ感〕

ビグシ 比方自治体所有地 これは契約のもヒにおかれ 

黃ね. 4クク本
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以メ上・ 実験記置は合計て約 45&a , 梅 栽 本親 は ノテ。2本に 

する・ ポプラ 実験 林 ほす べ て .恒ス的に4 ドロモルフィ 土最 

に設正されており . とのうち.4 ドロモルフィ . オルガ ニク 土 度 

コラ0ス, アリ ュビ オ 土度が *. グレ 土感が マ○zでぁる .

ボ・ブラ 土振型の解析は森林治水学校土盛研究宝て天行 さ ている 

・ ニのニとについては. ゾショ フウ ル放養 0 報告 を参ﾡ社 られ た 

い・ く次.原文にはﾡいが,ﾡ解とたすけるために,ジショフ 

ール氏のボプラ 土ﾡ分類を紹かする公要があるう,同氏は ボブラ 

土ﾡを分て次の如くする.

I. イドロモルフィ ・ベルマナント土ﾡ

I イ ドロモルフィ ・ タンボレエル 土領

E ノン •イドロモルフイ 土環

に三大分し ・ 要にI と細分して

a. アルビオ土鬼 沖ﾡ土感で下水層の交勤が柔飾により 

激しく ○3mの向を上下し.水は常に受所されるば定にお 

る .

b. グレ土康 地下水暦はわずがにﾡ勤し2〜ノの向を上 

下する ・ したがって水の受新も少い。

c イ ドロモルフィ オルガ ニック 土 雄

これはﾡ炭原である ・ 地下水盾はﾡく . 時ﾡし て受新La 

い ・中ﾡかアルカ り性である.

uお・ 同氏のあ明とつけmえるならば.イドロモルフィ ・ペル 

マナ ン ト土振とは. 常に地下水層の将在こみとめられる土最であ 

る・ その 中 で グレ 土 琉 につ 皂 更に 述べる ヒこ；h は. ﾡった凹地に 

みられ ・池川の乱和跡どを緑取ることが多く. その再及は永 

久的地下ネアとみとめうるがその季節的表勤が少く , かつ地表よ 

り/ス以メ下にほ下することは希だという・イドロモルフィ ・べ ル 

マナン ト土最が,ボプラ適地であり , かかるところにポフラが桜 

店されることは忘うしあるまい、 >

次 に各ポプラ 試験地 の 伏ﾡ と表示する .



-38一

ボプラ 

試験ﾡ 

名
本 数

福お
ﾡおﾡﾡ (だc) 植栽向隔別面膜蹿!

ﾡ炭ﾡ|
・

沖ﾡヌはグL良
ブ下 プ」

ﾡ研伝

ドバンサ> み
フラクZ 年 

～と
械

フ.4 ね A 
ー・と う.の _ 乏

器召2 フ 57 一 一 -3 一 77
ロシュコ ンデ 今27 7ケ/ 〜5 - 一 7今 一 22
ッ ンウーユ 2«$o 4.o 3.4 .. / 3 々 C
シッンホール 38 ヘフ -2 ハ5 /22 —
Lボンドセ e4 / / ◇, / / 2 /◇o 一 -

バレヌ ノみ55 ・ ー o. ./ /oo — : ー *•*

- オ ル ～テ7 ・ラケ2 →.ぶ — A 2 /22 — 一

シ。るラー 35o ・: 3 バ 3 — 一 — /2o 一
ショク -=ュ 

イ2一 ?全xr. 一 — /◇o -• —
縊み 720 /ワαノ s.e — 一 う4 /2C — 、 ー

4算みン タ/a み554 〜4 o.4 →.3 〜 フ 一

プ し 2o7 /か" 7 久, -.2 →.3 ノ20 一 . 一

セ ル 5o ''券？ へ 4 一 — /eo 一

ビグン 〜 ?ケ3 7 一 ○8 o.ク — ノP2 一

合 計 /フタフ 722 4〜. 2 2.3 54 3o.o s3 7 。

ﾡ肥試験は実行されながかった。 そはﾡ肥因子の形署でﾡクロ 

ーンの止ﾡがﾡ粧にロるからである. 回しヴァンツーユ試験地に 

は 特別に/Aa の施肥古験地がある,これに及し.ﾡﾡポゴ

施されて きた ・ ﾡ炭原土の半分は地表桜ﾡがされ , 平云スは 

グレ戻土の3ズ はいわゅる耕ﾡがおこなわれている ・ ﾡ用され 

た福越 R 吊 に,大多 政 がフメ7»,&a 当り2○2本ﾡで,ニ 

れが国父頁会の足め た.規則 Gある。 主の/スがこれよりも盗 

ﾡとな っており南仏に多い傾向であるが、 又. ノox規則よりも

之い商隔に ﾡえ付け ら れて いろ < ふ 『ズ ふから /◇X /。 え )

福 栽商ﾡと 苗木の 成長は , ﾡ初の 数年 商はﾡﾡ係であるから , 福 
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式向ﾡが異ってもクロ - ンの止載こさまたげるものさにない。定 

温される苗木は. 苗畑 に •棒 木して 〜<年と経たもので,神木さ 

力 てか ら 移植 も 大 ず, 収否のら出立てられたものもてい.創は 

〜5, 周館 くﾡ菱 ﾡ高でuく地上ノmでのものであろう ) 

はと〜cw ・ ﾡ付に際し,神木の必ﾡある帰合(サンブノア 

試験地才Iおよびオア試験区 . ショターニュとシャンボールの- 

部式験地 )をのさいて, 一根に 福の甘い た苗木としてﾡ用される. 

試ﾡﾡ 々の 手故によって桜響と$ってさた. =オルの〒 プ 

レの嵐と共水, ショターニュでは夏め恐ネがおこり、 カダラシ 

ては, デュランスのネで 試験 地の一ﾡが破ﾡさた。

培 さた諾クローン

供試ﾡﾡは国で一級にﾡﾡされるﾡ型であろ • ﾡﾡの武択 

とか配は経験がらみ ちびかれ . 有効な観察 に もとづ いこなさえ 

た・ ある品種 ・ 特にse 年来広く ﾡ行 Lていろロブスタ書星 

ろと二ろでﾡﾡ対照のために福最されているが. その位のセの 

は 生ﾡ的経済約理由により . 二 . 三の試験地てはとりめけて 

いないところもある、 ﾡは, もっとも合理的て認ﾡ送次の条片 

と浜定するにある。 、国ﾡ系盛とイ タりヤ 交配穂 . ヌは回ﾡ 

采 種 と ドイツ, オランダ確とめ止 ﾡ就験が行われ たのであるが 

どの品種がﾡ本ﾡ用されたかこ示そ .

a. フランスが 国際ポプ ラ 委頁 会に登録する ニヒをﾡ求した救

■品種

C デル ト イ デス 系)

アンギュラータ・ ド・ ショター ニュ 捶

3う○本・全体め約→ふ夕に当リ 協定表示色はくﾡ> 

カロランﾡ

スなケ本 的* 協定表示色uく紫一索 

ヅィルダニアーナ・ ド・フリュニュイク - ル 建

2433本 的マ→ス 强定点示色は(限»

(ユラメ り) カナ系コ
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ル・ ゲェネラータﾡ

今フ4本 約フ※ くポ>

□ ブス タ 確

マ○フ→本 約,s2 くﾡ工

セロナ ・ ド・ シャンバーニュ理

ノとノフ本 約ノマ% く白

セロ今・ ド・ボワトウﾡ

4ユ3本 ﾡ今る <白-台ゝ

メ上の諾己極は全供試認ﾡの4ふ、ふスに当る・ 協足表示色ヒ 

は . 識別 のために強木やﾡ域木につける. 呂確別に足められた 

色のこヒで. 同-己ﾡは同一色彩の帝とﾡの両団につける, 

b ゲロ > ス 支成 e 栽埼さ れ る 里ホ’プラ 各理・

=グラ . ィタリカ覆しふく め< sケ◇ネ 釣3スで く罵)

肉素資料ヒしてﾡ要 ^

c. イタリヤ交 配和 ' .

〔ユラメリカナ系〕

I- /5<ﾡ
■“/本 <緑-部>

I--/ ◇型

フ7ョ本 約2.sz (繰-白)

I --2と2ﾡ
/ケ7本 約ハ3* (祭-系

I -～チ5ﾡ

3ラ«本 約3.3% <緑一青>

その他 /42 本 的/ 3 %

タ リヤ交配祖 全体の 4 ユ%ニあTたる

2. オランタ系品ﾡ

デルトイデス ・ ミズリイﾡ. ユラメ りカナ •ゲル リカ 裡,マ

り ランラデカ粒uど

マ○o本 約 ハウ%

0 . バー ド地方がら沢たユラメ リ カナ系 

ラノ◇本 . 的○.と%

f その位のエイゲェロス系ﾡ,アメリカ系 デル トイデス,地 

中ﾡ系のニグラ・ ユラメリカナ系仏国ﾡ系盛とふくむ。

釣よ○○本 約4.3%

メ上の各ﾡボプラはすべてエイダェロス系統に悪し. 会体の 

夕4 4%にお上ぶ。現左の ところエイダェロス系院-ﾡ ボプ ラ ー 

は ・ フラ ンスではﾡ要性と経ﾡ的利益と有する . ・

み. ルース ・ タカマカ . タカマカ*エイェロス各系能にﾡす

るポプラ 約〜○○本 約 3、m%

こらはヴァ ンウーユ 見本 林二 見。れる

現在までに得らた結采

試験が ら定的は結承を引すことを望むのは, 未だ平計である・ 

試験肉ﾡされてがら問もないし . a験地の 経週期 向も一杯てな 

い, 得られたﾡ采は有ﾡに比止ﾡされることができないが。 二れは, 

ノアマ ヲ年春 から/ ラ 55年秋ま での商に.合 試験地がバラ バラ に 

始められていろからだ、統計的解明,正確び. しかし て 限られた 

ﾡ例でのみ可能である. このことは . 本報告のﾡめに吾人が信ﾡし 

たところのものであった それでも いくっ かの 腰察ﾡ項が得られ 

測足により数値化されろに至った,下. それらのものをﾡ約し, 

現任 でにわか っ た ボプ ラの性格を就明しよう.

I 神ボ験

ボブ ラ 試験 地にとって苗木のﾡﾡば必受ゴことだが, 二れにﾡ 

する知 は すでに得られている、これば ヴァ ンウ ーユ試験地にあ 

る画木についてﾡ木の 遊■易 性 と 初耳度伸良量 と比ﾡしたﾡﾡであ 

って,決用クローンは /○他ﾡ. 二れ母ﾡからの苗木によって 

配布されたもので ,化国で 試険 されたﾡ確の44、5テ なそ代表す 

る呂粒である。
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クロ-ン 発 丿区必1 ・z 秋 0 平均掛 高 cx

ウィ ル分ニアナ・ド・フリニュイ クール <3 ) テ2 < フe ) c o ) /ク/ c/e) I

ウィルゲニアナ・ナンス イ c4e ) (78) ( みふ) s7 cラ/)

ミゾリエンシス・オラ ン ド く“ ) sと <7～) <ふ3) ラ/ </e-)

ロプス タ c3s) く-e ) くフ4) &マ < s夕)

セロ今ナ・ ド・ シャンパー ニュ (3o) テ/ cs3) c44) 7と く so)
セロ今ナ・ド・ボワ ト ウ (33 タヲ く74 ) くふ) // & c/5%)

I ー ノ5< c72) フ < (フタ) c→3) / 7 c/ss)
I --2ノ< ce/ フの く 7タ </es) /ラ/

(フ/) 1

1.一々 55 (43) フ← ce4) ぷ (/3フ)

ゲ ル り 力 47 cタ) cs4) s2

この 試験 は 乱 就 法 にし 二が、って配怪され ・ 穏の云さ22c. 

本数は各クローン /◇○本づつ ・及侵回数は<回となっている・ 

試験はノタケ3年, タケ4年, ノタ55年の3回須近された.

土透は十分にL った中積土で ﾡ湿期 と ﾡ県期が ある. 母られた 

試段結界は,その年のスﾡ条に上り .かdりな北するが,さ? 

ロー ンの差は土地糸のﾡより も大さなものである二とがﾡ果と 

して認めらMてい る ・ 前注②本にあげた感字は,中央の数字が3
同の子均と示L ・ 括 ﾡの 内は確認さ れ rた最大置と長小偵を示L 

ている . ﾡﾡした結界は .

ノ. イタリークローンは一様にムラがtく .すぐれた性及と示し 

ている・

ユ. tっとし古典的びフランスクローンの平均ﾡむ結が判明し

3 わすびにプラス今・クu <7) ・種 - セロ今ナ・ ドボワ 

トウ ,ゲルリカ同極 - ばなごとの生態的糸が大さuﾡ智と 

っ.。

I ﾡ林のﾡ易性

. 発の割合く想付けた苫木のめ新らしい発根とさす

こ 今 はﾡ数の 因 子 が肉 解 してい る . 寄年の ﾡば態. 土 ﾡゐ 

ぶﾡ. クローンの籽性( 乾燥 に対するな受性 ﾡら Lい叔を主 

すろ能力, その他)などがそれである。 その他,ﾡ付当初は. 

多 かれ少かれ苗 木は谷ﾡめ事故. 凍害. 歯害. 虫告にさらされ 

る . だが番 人 は 試験 に際し ,福付と苗木のに夕点々手おちは 

尽かったと確する. 後述の数字は実ﾡに供さた2e。本以x 
上 の 救培 品ﾡにっいて 得られた ものであるが ,2キ以下の福救 

地. 火にられたニオル 試い映 地の一部, デュランス川のﾡﾡ 

に茨您されたカ ダラ シォー 試験 地.の一部の各データ は取り ので 

いてある。

品 ﾡ
ﾡ付本故に対する白根 
発根本 の生宰

ユラメり カナ I- ラ3*
セロタナ・ド・シャンバーニ エ ラ / ・

* _1 -4 ノa およの工- 55 9 o ・

ロ ブスタ s 7 ・

ル・ ダェネラータ か 4 ・
ク セロタナ・ ド ホ・ワトウ 47 ・

デルトイ デス ッダニアナ・ド・フリュニイクル フs ・

グ アンギュラーク・ ショター ニュ フ 7 ・
カロラン s & ・

これによ るとデルトイ デス系ボプラの 浩橘 は相対的に困難で 

あるといえる ・ ユラメ リカナ系でもセロ今ナ ・ド・ ボワトウﾡ 

は 活督 が 物る, 二のﾡは極端に, 水の中に楽ﾡとﾡ求する.

試験担桜の結県口,水に容けた栄後が翌宮てある程 ボプラ 

の成休がたすいことをﾡめるものだ。ﾡ言するてらは, ﾡ



-44-
初年及の夏に 地下ﾡが地表近く こ ○.4<2～/2o ﾡ
するこ とバ 緊てある ・ の こ とは. サン ブノアシュルヴァ又 

, ト バンサン,シヤンホール, のき夫ﾡから明台である。 かか 

る 糸下 でホブラ ② 両田成長は孫初の年がら鋭敏ロのである. 

そめ及ﾡ. 上うロ土にっいては, 各狂の成云は常に規則正 

しいﾡ歩とするとはﾡらuい.そのﾡﾡりば. いっも地表面に 

②みとどまり . 成長は地下水面め一時的な上平下降に上って形 

野されろし. 年に上 って交北が渡だしい. 又の向,地下水面が 

/マ下Iにuる土透ﾡでは放林が困ﾡであり . 特にいつも革にお 

おわれている土地ではむづかLい, くヴァ ンウ -ユ , シマ ンボ 

ールの&ヲ, /ケ. 4. の各区.バレヌ. プレの各一部. そ 

の他 > 木本ﾡ物の存在も多少は有客である .. (シャンボール 

② 7 ノ2.各区 ,ブレの一部) しがし深福く Socmの央)と 

当 初 2年 向の地表処ﾡにより , かような土地で 好結果 と得るこ 

とが可能てある。 くウァ ンウーユの各試ﾡ区 , シャ ンボールの 

o. ノ.ノタ.ノン. ②各区.バレヌの一部. その地) 二の 店 

にす ば. ホ"ブラ の成 法 は 適湿地 と 同城 で,そ の 成長 は規則正 

しく . かっ急に増加とて極ﾡにﾡし. その 後 し は, らく極限の 

成長幸と梅ﾡしつづける ・ どの場合で も /年目ヌは2年目の成 

長量と 測定する ニとによっ て .ボブ ラ 成林の 可否をず定しﾡ盛 

することができるもので, 各年周囲ﾡ長型が /5cmリ上ロら 

成ﾡ失 . ノ◇cmなら見込があり ・ ◇.Scm下ては 戒林は 

足わしいものである .

m 成ほ番

良<活ﾡ 成林 した2〜ラ年生ボブラ 試験 地の中で,ド太的式点 

混ﾡにっさ-○○太上の試験木ととり. ハう2"の高さてﾡ高 

周画と測定 Lて . その平均並成ﾡ受を比ﾡし , 比 岐混 索 とし 

て亜年戒長型とと っ =わげは, ﾡ付けた否木の大ささがすでに 

ちヨらであるがらで. 市実われわれがﾡる限り では. "すべて 

のものがひとLいﾡりにおいて 、 苗木の大きさの相ﾡは相対的ボ

ほに対Lて有意ろ形ﾡをもっことがない" のである.

クローン名
平均王ﾡﾡ政長¥ <cw )

ユ年目 引目 «年目 5年ﾡ 4注 目 7年 目 8年目
、() 
合計

エー2/ 4.夕 フ ラ3 /2 4 4 62
I - ノ5〜 <.7 <.2 4 72 ふ4 ・o.2 /e.2
エー" 55 02 •今 フの フ.夕 ふ ラ.5 み

ルダェ ネラーク 3. 44 5 / 4.5 & 2 9.2 ?.2 <S く

ロブスタ 3.o 5e 5? 4 フフ s4
セロケナ・ド・ シャンパーニュ 3.e 4.の 午o s ? <s フ7 s.4 <ノ. 2
セロ今ナ・ド・ボワトウ 3.テ ss ee 4.7 フ4 s4.3
アボータドショターニュ ミ・ 3、身 sよ s4 く/ 4.4 うS2
ッンルダニア - ナ、 マ7 3.S シ 2 4.2 4.5 シ3./

くﾡ社) 原本に合計ﾡはてい ・ 各の平均酒を合計して もど 

だけ危味 が あ る か向 だが一応. 成長の目安にびるとﾡえ 

・ てﾡ加Lた。

二は一般的は分故表であって, この価追は勿論. 地方別 く南 

ム ,北ム別) 土ﾡ別 く常に家ある土ﾡ,地下水立に大きuな北 

がある舟衣土慮. 耕転された土ﾡ) に作された分級表よ り も . 

はるのにあるものである。 再. この時別て分 製表 は本事例に限 

定される ・ どの王長についても十分ロサンプル数が得られている 

わけでばいので . 有ﾡ放氏曲線と書く ために-は年度別サン
・. .

ル数が不十分である。ポプラ 試ﾡ 地が全部 少くとも 4-年生

になったとさ ・ 5年ﾡの成長曲線が作裂し得るてあろうと期待さ 

れている。

T 各確根害に対する供試ホプラ各ﾡﾡの感受性 く低ﾡ性)

気象考

風は ボブラと変形しﾡ振する. LoLポプラの耐 風性 は*た 

判 明 してい ない • 二れに及Lるﾡ寒害についての如 票はあ録 さ

ている。冬季の寒害は酸地系のホプラに肉し . 不完全に熱し
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若ﾡを破ﾡすろ二とがある ・ アメ リカ上リﾡ入された 

デル ト イ デス系カロラ ン ﾡてとが二れにﾡする ・ このﾡ者の 

ために フランス北#分の地比て山 海岸め近くとのそいてﾡ 

地系のポブラの救居がてきム。 フランス向部でも,福付けたば 

かりの百木が, 最もきびしい冬のﾡさにさらされたときはこの 

被害がみ られる。 持に寒い時期にはカロ ラ ンペァンギュラータ 

ﾡはﾡ密とうる二と多く , ノタ←4年2月には地中海ﾡﾡ生 

れの=グラﾡし, ヴァ ン ウーユク シマ ンボール 試験 地て枯元L 

=り大彼害と受けたりしア・ く訳社. このﾡのユﾡは-→o・c 

てあっ「た ) このとさバレヌ試験地でに［ - /ケ火型の. ﾡえ 

てから /年ゝメ内の苗木が多 く枯死L 求裂が,ヴァ ンウ-ュ 

試験 地のセロ今ナドボワ トウ便にみとめられたが, ニれは . さ 

のみ向ﾡとはてるまい ・意おそく な工ってがらおこる設求ﾡ者に 

年によ って 不規則 に発生すろ. これはﾡして,ﾡ受性の大早 

生クロ ーンにっいておこリ. われわれは=グラﾡのいくつか, 

アンギュ ラーク ショ ター ニュﾡゴどにこの告をみとめることが 

ぐきるが. とり わけロブスクﾡや 工 - <連に被害が大さい.

ﾡのﾡ害が持にひどかっ た試験地 く シャ ンボール, バレヌ ) 

では. 二れは ド今今ーザ因の根害と同じ位に I --2 ～獲のボ 

林そ危うく Lた-

2 ﾡﾡ害

ヤドリ ギの告は北部フ ラ ンスでしばL ば起 る ・ <年前からヴ 

ア ンウー ユ試験地のホプラ にも と りつき始めた ・ こ二でﾡ的 

ャドリ ギの客が少いと思われたロブスタﾡと攻置しているめが 

注目され . ことに上るとヤドリギは. そ二では位のﾡﾡに発生 

・た し の 口 死 寛 が、 劣 る のか も L れuい..菌害にﾡの研究ﾡﾡで 

研究されてもり ,香々は吉及のﾡ"u' と / おネ る 壻,次のこ 

と 匚 ・起せ ばa らM ドナケサボプしアﾡ与よのキトスホ・ラ 

シリソス ペル マ 砲は ・少くとも 最ネ o う ちはい つ も ホ,ブラ 栽ﾡ 

地 I-存在 しているが, 苗木が食翼健全でﾡ付当時の配越がゆき
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とどいているときに 

ということ, 二て 

害は全体のス%ムメ下 

対する 風土 病である 

西木は面によ り 曜い 

らしい攻面を うげた 

とを,決してみとめ 

うに運年周囲成長量

は宣大ゴ者とかきお 

ある・ かかる注査が払 

であろう ・ 二 か再 透 は 

・キ トスホラ国の害は 

政直とうけるが自対に 

り . はじめの攻ﾡがっ 

ることがてい,投さす 

がノケ cw Mス上あるこ

こす こと希である 

われたと ニろては被 

フラ ンスのポフラに 

商部に多い。 多くの 

ﾡ合L ,その後に新 

づいていたり するこ 

れ,いっもいうよ

とが大切びので, 理

全に広ほ こているてら病害は恐れる要がぶい。初皮 2年戻 

に成浜していﾡ木こしらべると , いっもド今ケーザ苗の玄しい 

政番がみとめられている .

3. 民虫害

この8千 , 各連 昆 の客に及めてﾡられたものであった。

しグしカミキリ

ﾡ起している・ 大型カミ キリ 

根密はクロー ン ポ・プラ の活コ

生するものと思われる- カ ミ キ 

政ﾡする ・回しﾡ長亜区な木ほ 

発生 し . 恐弱し た木ほど虫にや

地では主雄的茶件の相置がカミ 

か西かをしらべが. 大型カミ 

無関 源に一驟に分布 していた.

プラのすぐ とな リゃ 道 程 の 周 前

虫はに一定して乙 ろがリ . 注ﾡすべき損告と

ら

でも小型カミ キリでも ・ その 

主態的条件ロどに無ﾡ孫に発

リ はビのクロー ンでも無ﾡ別に 

ど也の木上 り と おくれて 生 密 状

ヴァ ンウー ユ試致れす い .

キリの攻面とうけるのだが, カミキリ

キ リ の発生についてﾡ係する 

キ り 虫の攻面は地下の系さに 

二のよ ら にポプラ は-ﾡにカ ミ

自 身の者生 は明台に . ボ

にある前生樹, ﾡ株にされる

・ 団ら, ボプラがらおよそ ノ22n メ内の確囲にある耐生や 

ﾡ株にﾡ生 してい る の だ . ヴァ ンウ -ユ試験地の例とみると, 

/?55年に大型カミキリの被客があり .午5本がやられた。

これは2〜e2 本の中で約マ3*にあ「る数である ・ 被害木を 

調査した結果判明しのだが. 55 本のうち5/本 ラ-o 

狂の福けのときに切株をとりのそく こ となく してホプラ栽店
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跡比に目びうえつけられﾡものであるか, すでに 旅 さ れ た ボ 

プ ラ ﾡ投列にそって再びうえっけたものか ﾡ験地所有 のﾡ函 

L たにポプラニﾡ近と <ﾡえた ものさあるかのいすれかであった 

・ 駆虫用マッタ く アンタルロ ゝは有効とおもわれる ・ ・ラテ% 

年にと年ﾡに枯L た切株ととりのでいてみたら, ﾡ数の幼虫 

がその中から出てきた- ナンスィの近< <試みたことだが,令 

② 終 りにポプ ラ栽ﾡ地のﾡﾡ約22 m のと ころにある条の中 

で 独得のふく らみこしつ..即ら幼虫の入っていろトレフラボ 

フブラのﾡ芽と除去した. これに上って函木々トレムラﾡの見本 

林 に 対する 小型カミ キり虫の建ﾡと 92%減少せしめ得たのて 

あ る。

フフランスポプラ国内委員会活動十年誌

ボフラ 国内委具会書記局A

ルイ ・ ウェ し -

A. 委京会の沿革

/夕47年 /月β? 6日に 創設二れた国内委員会 口. 当初の会合 

以天 .ボプラ研究と目的とする回際ﾡ京会のﾡ立をキ /の目裸に 

かかげて来た. それがために,団内委貝会ば,フランス回内で研 

究ﾡ行とﾡ確し ・ ヨ ーロッバ各国の母ﾡ条たらと名待したのであ 

ったが. ニはF. A. o. の後扱のもとで, 国除張貝会創立と 

意図して実施されたものである. ごゐ活勤の ○商と置じて, 

ボプラ国内委頁会の活ﾡは絶えず回除委貝会の活勤ヒー体となり 

百若は常に宏ﾡが通絡を保ってﾡいたのであっ た・ ボプラ国内委 

買会とﾡ置し上う という動さに. すてに虫前がら ・ るﾡの内ﾡ 

ほ格にﾡしては存ﾡしてい. ノラ32 .ルーアン北面ﾡ業 

ﾡ物試験ﾡ動務の レニェ氏は. ﾡ米省に対し "お木,ば岡木, 戸 

材の病虫宮研究委頁会" の府上で . 、国北部のポブラﾡ店地に頻 

発するﾡ雇ﾡの聖受性についてﾡに注意こ う がした=・ ニっの試 

験池がワズ県のキュ トに設立されたがこれはラ ングラ - ド男自夫 

人の好意に上るものである, 社ﾡは,仏国木材ﾡ工米迎合会名 

会毎の お力 を 得て す、められ . ﾡ芸学赦及コラ ン, 治水林学校 

氏ボニエ, そ してﾡ記のレ ニェロどの諾氏がこれにﾡ画L て いた 

・ 誠名が益土り . 研究は中止のやむなきに至ったが, 国家枝肉 の 

音躍看として枝術ﾡと学歴していたギニエ,Lニエ, ム=工のる 

氏.は ・ ﾡ記の病由害研究委頁会の部会ヒ Lてポブラ分科会こ充足 

せLめた ・ 分科会の活勤にﾡにﾡﾡ病に内L <研末額とあげ 

て行ったが. 二の通程で各ホプラﾡ生するﾡ気が非常にらa 
らHものである 二とと認めた。かく してホプラの分五ﾡ別からﾡ 

ﾡの研究へとか科会の出ﾡにす、め られて いっ「. 分科会は込国
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のボプラ主学置救地と調査し 品種目録の作製にとりかゝ る, 一 

方ては大学との共同作ぶが ) 方てはサ=ルサイユ意業研

センクーとの共同研ﾡがで手される-全ったか. 分科会の資産 

はそしく ・ 試験地は不足L . 引受たはﾡと制ﾡせねばロらuか 

ったのてある。 しかしaがらボ プラ回内委貝会の沿ﾡそれ自身に 

たどりつく耐に, 二の ポプ ラ分科会の果 した役割を魚視し得uい 

のてある。 マがて戦ﾡは終り . ホプラ桜結に対して及ﾡされる目 

さましい進歩の基磁を. このか科会は作り上げてさた.ノタ～4 
年 9月3o 日の法ﾡによ り創!裂され た 国家 森林理金 は .仏回森林 

賀産 と 再 aだ • 校孫, 改良すろ幸を目的と Lたしのであるが, 木 

材生産の各ﾡ素にあて られた諾研究にしﾡたロる刺成とあたえ 

ずにはいられuかった・ これらの研対象は未だに上くﾡられて 

いロかっﾡのだ・ ニの向にあって ,ポプラ取初にとりあげられ 

るものてあった。国家森林基金の責任者で • 国家木材生産発及会 

ﾡか ら基金について委任されているﾡ茶相は. いっも ホプ ラに対 

して多大の味といだいていた. その及面. このことは認めねば 

ならぬが, フランスの森 林官 たちはこの時まで ポプ ラについては 

殆とビ方えたこヒがなかっ. そのわけは ホ・プラは森林官ﾡち 

が施求 して系た森林の中に希にしか任せず . 農耕地草原に多 

く分布し ・ そ 二は彼孫林官の活勤外の易所であるとされてきたに 

からだ・ そオでも 彼 等以 .系樹の中で ホ’プラ が 特 に 成 つ退 途で 

あるこヒとﾡっており, 、国び木材不足になむ今日, これに発 

ﾡのために最も有利ム産物の-つ cある とﾡえていた. それて国 

家森林基金創ﾡの後 , «ヶ月ほどたってから, /タワ年/月 

ケ日付良ポ相令令をxて. 従系 "森虫客委頁会"のﾡ役としてm 

いて 来たホプラ分科会そ "ホ•フ,ラ 浜貝 会" と改称し. F委頁会と 

"森林所有地高年署帳会 'に 直結せしめた ・ (正ﾡには. "森点 

ﾡ度の下にﾡがれざる条林所石地に凶する高蜂審な会。 >

高年審ﾡ会はこの頃士来た ばかリて ・私有林所有有代表ラ人 

系株労者表人から成さ .森林所有地の一般命令規定 

私有杯の各年ば株量. 開造林 森林企融などにつさ取るべき方去 

と,森林右水官から宮向され, 二れに答申する叔ﾡてある、

かくて ホ•ブラ 栽培 の 含 理 的 究 辰 のた め. 国家叔力出.森#生速 

有だ本と森林分看代なをボプラ委頁会に向してﾡﾡに結びっ け 

さ二とにっとめて飛た ・ホ・プ ラ委貝会の主字 者 は森採治木最啻 こ 

ある・高等きﾡ会では委貝会の正求計画こっく こと 二なっこ お 

り ・ホブラ委貝会のメ ンバーは旧ホプラ分科会のメ ンバーから 描 

成され ・ その上に高番ﾡ会のメ ンバーし加わっている.発足以 

ネ ・ ボプラ委戸会委貝は森林所有者 . 余林好右の外に ホ林合 

水局の役人 ・ 大学 故 授 • 装 衆 防 究 専門 家, ボブラ#ご生産L利用 

する大公共企素(ﾡ. 土爬. ワバコマ・今エポ),苗木米若,渋 

木ﾡ者 ボ表 ・ ボプラ#利用エボ表までもう夏していた. 科学的 

活勤 ﾡ術的活勤 . 興にホ'プラの桜培と利用にﾡす る画産ﾡ 

※動の全部内がホプラ国内委戸会に結ﾡしたのである。 表耳会の 

東会はテ2人下にひる二とはひかったのc,作ポを容易にする 

ために ・ 少数の人々から広る実行委京会とつくる必要にられた 

, 二れがめれ ば. 完全な会合の不ﾡが可能であリ . すでに 討 設 さ 

れた計画案とこれにゆだねるニとができる。. このために ,,ラなs 

年/ 月 28日メ来ホプラ委頁会縦長く森林治水官 ゝに, 国内委 

月会の中に. ノ3人から成る恒久く的山矢行委京会と設けることに 

きめている、 実行委員会の構成は, ﾡ内委頁会のﾡ成と明台にえ 

映するものであっ・ 国内委項会のﾡ会刑に . 行裂員会は 

期的に参事L た ・ 各頁の協力と営頼のもとに共同米がず、めら 

れ. 創立メ来、 おとろえるニとuきその活勤に ,ボプラロ内宏員 

会は碑益する ところ極めて大であった,

渓柱ては. ホプラﾡ貝会は部ﾡ審話会の下に店せす, 国 家森 杯 

ﾡ金軒会に所ﾡL こいる. このﾡﾡ会は /ヲ5«年～月 2 日 

に設立され. 森林所有者. 森林労石の地に,木米者. 利用者 

の代表と包含する. ポプラ国内委頁会のﾡ成も感正され, 国家森 

林基金評ﾡ会に結べつく 他の専向委京会と 同じﾡ成にuっ た。二
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れっ合母円委月会の中に. 果委頑会 クルミ委戸会. 地中ﾡョ 

方森林同ﾡ委貝会のき ものが存在す る ・ 愛月会のﾡ成.

・) 国家条林登金浮設会が ら3名

bう 利川舌ﾡ孫ある国家行 政ﾡ 肉から o名 .そのうちと名は森杯 

治水行 政よりす.

c) 木材枝術センクー場長

4) 森林ﾡ門家回家細合の長

e) ボプラ材利用殊に肉係ある公企米,私企煮の表フ名 

チ) 森林所有右代表 2名 ,

多) 西木生産有代表 /名 

6 学ﾡ経段宿 4名

委戸会の枝術的及の管理的山季務は森林治水表ﾡに依託されて 

おり ・ 委具会は /9年店I= ノS回. 全体会基と隠いている。

B. ホフ・ラ国内委戸会の目的及びﾡ業

ホプラ 国内委京会がボプラ研究のための画際委ﾡ会設立に好力 

したことは前した. 二のほかに,最初の会合*来.ロ内委尽会 

はメ下の問ﾡについて委ﾡ会の活勤とﾡﾡするこヒと決たしこ未 

T。 ・

a) ポプラ昆ﾡならびに坪内用語の統- 

b〕 各呂ﾡの桜培状態 

c) ポプラのﾡﾡと交配 

のしっとも有利uﾡﾡの、 秩序ある増ﾡ 

e) 病号対策 

チ) ポブラ材の利用

国内委頁会はに ポプ ラの組ﾡ的u試ﾡの基礎を理ﾡした , 

特に天験林と 試ﾡ地め 設定に 便宜 と5えた ・ ニの /。 ﾡ商の活監 

と回ﾡすれ ば. 委貫会が発足来注司L て来たﾡ目的は 大部分 

到達しﾡたのてあって ・ 今日 . 委頁会活勤のフログラムは,さS 
ﾡて得られた諸結果の及ﾡとその完成にある。〕x下、 われわu 

主契がる項目について. ﾡ浜し委頁会の出幸のたとって来た道と 

愛的するつも り である.

(I) 国内委貝会と国除的計画のもとでのボブラ研究

ボブラ国内ﾡ頁会は. その活勤ゐ大部分2ﾡ初から ヨ-ロ 
・

ッッバ語国野 円安会ﾡの 革流 に 潰して釆た. ニれはボブラ研究の 

国際委月会別立と促正せんが高てらった。ず手ﾡめに国内委 

月会の多なメ ンバーが. ベルギー . オラ ンダ)ニ旅行 し. 口家 

の次際するﾡ会ができたに- 二の結果として国験的集会という計 

画が生れ . ﾡ次形式を ととめえ. がて . FAO.株業部長マ ル 

セル ・ ルルの支将と御るに至った. 回内委会は - 二でる 

国母門家代表の研究集会を思い立つに至る ・ ニれは ・ポプラに 

図する火るのﾡ題を共面通に解※せんとするものであり, 同時に 

画際委会創な を 討饑する ためで も あった. ボブラ画ﾡ通向ヒ 

いうアイデアは. か上うにして生れ. ノタ<7年4月 /ラ日〜 

24 日にフランスで創設を見るこヒにロった, ヨーロッパヘ 7 
国<ベルギー,イギリス. イタリー. オランダ',ボーラ ン ド, 

スェーデン, スィス今ェコ ゝはフラ ンス 後業相の招待 に応 じ 

・パリGもよふされた子ﾡ会基に参集する •そのあとで 各風 代 

衣はボワ ト ウ迅地希 . バ ・ 鈴地ﾡ感 , 特= オヴ マルヌ . フズ 

エスヌのﾡ県を祝察し有益口結果と得た ・<月25 日 ～2ム日 

バり 会 議 の 備 上, ボブラ国際委頁会創設のﾡﾡにﾡに各回代表 

商において ・ 脈則的に意見の-致と見るにお上んで, 会ﾡは最 

高新にﾡし. ﾡ長ギ=工はﾡ前のﾡ国代表に, 新設面際委費会 

の活動プログラムにある研究と実起する二 とと促したのであっ 
・

た・ F.・ A・ O、 の同意は,林米部長ルルに上りこの時あたえ 

られた・ ニ②とき方した代春たちにす、められたものは ボ 

プラの分類や名称に声するものである. か< <恒久的国際失 

行 委員会 がつ く られ . ギ=工が激に. ハウトゼィ が が 副 議 

長に相名された, ポブラ 国際委 負会は ここに誕生し . ォノ回会 

合に. ノラ<5年ニイタリーでﾡく二とにaめられ. 二の
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ボプラ回内委頁会 国際委京会の率ヒ ・ 百際委ﾡ会によっ 

C包総された亜動と引受ることと辞さなかった,画際裂更会 

の中さ ・ 国内委員会に 垂：要！！ 要住 によ って表として存ﾡし 

てい る,毎年, 国内委貝会活ﾡ報告に回際委戸会ﾡ務局へ長出 

されるが, その結票と L- C . 画内委員会に . 国際委貝会の活勤 

範国内て .かっF ・ A. 0 . の依須に上り. フランス回内で企 

画された研究を登理するのである- 国内 委員会 は,ボブラ 国際 

会ﾡと副際ボプラ委頁会ネラ曰会合の準ﾡめために. 多く の会 

ほとﾡ供した不, この国際会ﾡは, フランス政府が ノラテ7 
<月に肉くことと促系したしのてのこあっTた。

(I) 試験研究求肉

ボプラ園内委貝会に. 務 何用 用後 肉 で あって,ボブラ の 知/ 

とボブラ の発属のために不可欠な試験研究と受頁会自号で 

行う 二とにできない ・ 委頁会の出ﾡは研究計画の設立と所ﾡ経 

ﾡのﾡ定に限られている . 二らﾡ経ﾡはその大*2 国家去株 

速金に仰いでいるのが実悟である- 品種 . 送ﾡ, 桜持などの 

研究に肉し . 茨定された最初の仕ﾡはタバコ及びマッ分国営司 

栄試験場に よって企画されたものである。この 試験ﾡはム = 工 

氏の 設計 二よ り ルダュ ラック に建設 さ れ . ヴェ ルサイ ユ歳米 

表術センターがﾡ与し.枚ﾡシャルドノ ンが二れそ相ﾡL, 
この西 . ﾡ内委頁会はナ ンシイ 林業試ﾡ場枝師プールテ と起用 

し、国立ボプラ試験現設立にあたらせた. 見本林. 商畑. 試験 

区, 地方ポプラ試ﾡ馬の丞定も委貝会の出率であった. ノタxs 

年 2月Jメ来. 画内受戸会はポプラに戻する研究の調整とナン 

シ イ 林求試験長へ 一ほする二とにムる。研究にムﾡu , 国家示 

林武金らの責金供は, 研年 求試験長氏の処分のもとに 

お』级 金は結 帯 . 試験場が をに実行した研究 , 桜言ず 

れは ・フ営ﾡ, 福本授術状方法てどのﾡ端的実験にっいて 

試みっれた研究に支されるのだが. その他の研究のためには 

林栄試験場長は . 池の瞬商桜肉との商にﾡ託契的とﾡ結する.
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ポプ ラの病気にﾡする研究はヴェルサイユの及業国立研究所に 

な託し. ボプラおの工系的利用と各ﾡ用途にﾡする研究はお 

ﾡ立研究所 c 二れは後に木ﾡ枝ﾡセンターとuるゝと契約がと 

りさめられた。次に ポフ・ラ 天験計画. 方式にっきのべょう.

ノ?〜ふ年にポブラ 呂 建組織的研究計画が でき, ノタ4ラ年 

春 から.適用 された な. ブロッ クと及仮する 二とは ノラケ2年の 

実ﾡ規定の中にヒり 入れられて立く一ﾡにﾡ用される ニヒ に古 

った ・ これば結票の②分祈に統計ﾡ理を適用できるようにとのた 

めである・ ポプラ試験地は ノタ57年/月 /日に テ午所に殺 

立されたが 二れらは合で4oた&1メ上とちめて、 フランス 

のポプラ主要生産地のすべてにわたっている。この主ﾡ生産地 

とは. ライ ン 流域 .セィヌ 金地 . ロワール ﾡ感 , ローヌ盆地, 

ガロンヌ流感などとさす。しっともﾡ雲な 試感地は ヴァンウー 

ユ(ロワール, エ・ シェール県)二あるもので、広さ 4Ac 
ノタ4ヲ年の設立にかかりリ, 実験林, ロワール地万のポフラボ 

験地. 西面, な どか ら 成る。挿木 と 発 , 地下水面のﾡﾡ, 成 

長型 . 請害に対す る 惑受性 くﾡ気,風. ヤドリギ,キノコロビ 

)ﾡ々に対して, ポプラ請クローンがどの上う持性ともっか 

と ﾡ織的 に研究するため に索 ﾡ現ﾡがっ くられているの だが . 

この件にﾡしては, ポプ ラ理欧会 月会に長払 された プー ル ラ 

, 今ュルパン両氏の報告書にく わL い。二 は国内裂頁会の後 

扱2もとで. ポプラ 品ﾡのﾡ織的研究が得た結果と 詳 Lたも 

のである.

(T) ﾡﾡ当別 と 品連統制

ポッ ラ国内委貝会がこのォー回会合とひらいた当時に, 栽店 

混ﾡの名称は 非常に 混乱 Lており,カナ グボブラ u る名称が 

全く 呉ったポブラ に対してﾡ用されるニヒ も珍らL くuかった 

・否木生産者たらは証明がく 品ﾡもどりあったボフラ2, 

ロブスタﾡなどと称し て同一め名称のもとにﾡ売するの が常 て 

あった 。そのため, 団内委頁会は活勤の始めに当リ ( ノタンっ
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番～ 52 フラ ンスて栽芳さている ポプ ラの分項, 調 

ﾡ 名赤天定にその注意とﾡ中したのてある ・ ニれは回藤委貝 

会との聖絡がなさ <いた ・名品ﾡの名えの後は, 貝会 

に呂ﾡ統納の明文化2政府に対してﾡ望して来た. この方 面 に 

おいて今日まて完全と言えぬが. てれ て も栽培者 は,彼専の值 

付たポプラ②同一性と呼らかにすろことがてきるようになっ 

た・ ﾡ壁の調査とその特性にﾡするﾡ究は. 企画 さ れ た組常的 

突験の結ﾡ.ﾡ歩と示した ・ それはヌ. 画内 委貝会の受ボに上 

り森林治水局がボプラ 生産地の営林ﾡの両辺に導入したﾡ登法 

の賜物 でもある, /ァ〜夕狂ヲ月/2日,素林治水局上り各丘 

理督にあて た延家は, 彼奪が福専する (回の 刷度 そは . 回石 

民有と口わず,技術ﾡﾡは回家の森林官がなす )県に存左する 

取ボプラ各呂ﾡの 分類表 2つくる上う に福示した・ 分双去の型 

式は , 国内委貝会のキによってすでにきめられており .モれは 

語ﾡ査基準と列学し , 県内のポプラ 品ﾡの る分布 . 耐病性, 泡 

方的裕名 材の利用Hどに肉し て情報を吸ホする ものであった 

・この調 査ﾡ 限はノ?52年になっており ・ 分類作業は々月〜 

5月のﾡﾡ,ﾡ花期に際してなされた。

ブラッセル会合のﾡに . ボプラ 国際委京会はボブラ本積夕属 

にﾡして驚会して系たのて,ボプラ桜与がもっともﾡしd地方 

の営林局)ニ対して . ノラムラ年/2月 ノフ日にォ2回アンケー 

卜が二の目的の 二めに発せ られた。かく してボプラﾡ麻委貝会 

の 決定 a らびに落国際委員会の活ﾡのおかげで ・ ノヲテ2年X 
後.取ボフラ全ﾡﾡと正ﾡに契定てさるようにゴった. これら 

ﾡボプラは . フ ラ ンス市房で経済的にﾡﾡとﾡ穂と見られてい 

る . ニクニるヴァンウーユ試映場が来 . 三こにちつめらた 

Eﾡの R 合 二上 り .ホ・プ ラ 有用ﾡ種の正優ム決定が可ﾡとなっ 

rたL 二の設立,有効な ・ﾡﾡ制 2来ろけ系して未た。 

団ち.硬突 に分 類さ た神ﾡが . 試験地の4株か ら 配布 てきる 

ようになっからである ,
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バ5○年 2月 s/ 日 . ﾡ米相は . ボブラ 画内委貝会のす 

すめにしたがって. ボプラ宙販売堤別を足めるに至る .ニれは 

系林建苗 の銃一に肉する -級令 のﾡ田内でその効力を有し, 

フラ ンスにおいて販ﾡできろ , 苗木の 産备,ﾡ令, 話の長 

さ,uどと明確に足めたものである. ニニに愛可されたボブラ 

各呈ﾡは . フラ ンスc 経済 目的の ため者ぶ の因直あり とされ, 

又. 系林々街路の主ﾡ樹ﾡとLて吸ﾡ可徒のものである。 ・密 

目録は. 現在 . ﾡﾡ査の通ﾡにあ り,その理宙は、一つは、 専 

T用ﾡを国ﾡ委貝会の最祭決ﾡに調和させるためであり . もう 

一つは ,他のポブラﾡﾡの追加 ,ﾡにビカローロ ﾡ長 の イタリ 

ャ交配ﾡの 追加 である。不ﾡな名は一切禁止され, 二の行 

政介令に正及するしのはすべて . 不正取備に対する法の裁きと 

うけね ばな らぬ. ・

(7) ボプラベ砦

回内委頁会は, ポプラの栽店去研究2ぷ助しけて系Tた・ 委 

会はﾡに, 西床やﾡﾡ研究試験地でuされたﾡ向題を取り上 

げ、文來だ, 

a . 神木

挿木の 硏究 は,払、固栽ﾡで実行されたのみさらず.外国 

から付されたﾡクローン . ﾡに北米のﾡﾡにっいても行わ

た・ そのかでも人々は. 、回南面の西畑て, デル トイデ 

ス , カロリナﾡの神木研究に室ﾡ課ﾡと して とリ あ げた。二 

の 非常に 有利な 品穂の桜定は 新滅しているのだが , ニれは本 

ﾡのﾡ木が函難である ニとにもと っく ニとが結票ヒしてﾡら 

かになった・ ニ の神木函性が. 取引 される苗木のなかで本 

ﾡの占める割合と減少せ しめている ・ 浜林岩水高は商畑で神 

木ﾡﾡ性試暴と 試み た が, ﾡ丞された結環は若足すべきもの 

である,

一方でに ・ 研究はト しムラ系の各クロー ン着殖についてﾡ 

mられた。二の 試願はナ ン シー林ボお験ﾡとール央験林て
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な2れ,利益ある結が得られている ・ トレムラ系のせかで 

形ﾡ的工芸的にﾡ原クローンの多数ととり ら げデ, 二の向で 

交配, な. 塔ﾡみす、められていることこ時記しておく- 

b 福栽岡隔

ポプラ回際ﾡ兵会のす 、めにより. 回内委貝会はﾡ定のﾡ 

栽産ﾡと替及させることに理るした. このﾡ言によりふ林治 

水局 は ﾡ桜速度が ta 当りユ○○本ゝ下のものに対してﾡ 

暴森林基金 と 配布 することそきめ-, 但し ﾡ例 とLて 風桜宏 

度引2○本に及ぶしのにﾡ布することしある- 現左 ,主ﾡH 

ボ プラ相 我地 は 之ﾡﾡとっている・画内委口会の創殺当 

時 エ ボフラﾡﾡ地は通密 てあり ,<ル*4m, 又 ほそれ以 

上に宏都枚商ﾡとと っていた。

e 土ﾡ

最近. 聖内委頁会は. ﾡ付ﾡに深耕する二とのﾡ受ﾡを明 

らかにした・ ヌ. 委貝会は. ﾡ救後数年向 , 土窓係会 く 訳 

施肥と 従桜中 耕とさすものと思われる )の利益あるこヒそみ 

とめた。委頁会ば . ナンシー 林ボ営験場 , 特に 土 壊分析 実験 

室々森林土最深と あ力して. ホブラ協地め送択に し従玉しっ 

っある.

4. 管理と板打

ﾡ進 的に枝打とす、めるこ とは必ﾡてあり . 二の点にっき 

再三 . 注意がﾡﾡされている・ 枚に不司欠び用具, 特にこ 

のために考察されたﾡ子々ノ コギりは. 林試校術係で 改官さ 

步 ・ 要に枝打のﾡ用とその収を性の 研究が つづけら れている. 

(V) 病害及 乙 虫 害

前のとおり ・ホプラ委貝会の発足は, そしそし病宅 - 適 

ﾡ病 ― 対東 に おっだ, そっためもあって, 国内委月会は,m 
害と冒に肉じ, 特別の配としてさた ・ 国内委頁会の後及で 

・ナンシ ー林米試ﾡ場 . ヴェルサイ ユﾡ業根術センター,回金 

ﾡ茶研究所 .ルーアンﾡ業技術センターの各突験室が二れに 

至することになリ ・ 病害研究 試験 地も設けられた・ キュト 試験 

地(ワズ県)は連建病研究のため。 画内委貝会がﾡ設される前 

がら存在したが. ニの地位に ノラ5〜年に至り 、シェブリェ ール 

,ノワイョン,サン ゴバ ン の な地 にﾡ客の試験地が 設 けられた 

、二れらの 試験 地で得られた諾設容の結ﾡは, 地方のホプラボ 

ﾡ地および回 家森林基金 ニよる蓄畑の中で, その有 効性が実 証 

されたのてある. 委月会め勧告があり. ﾡ建病対束 が法制化さ 

れたがこれが ノタケ/年ふ月2ム日の行政命令と1 って実現と 

た,行に輸入の時に予防が必ﾡなのだが, 二れの法制北は ラ 

52年5月 /a2 日の行政命令による ・ ノラ5◆年, 院害対井束が 

ﾡ要となり. かっ ﾡ気が ひろがっ 二の で . 委頁 会は、特 にホブ 

ラの声玉とﾡ国こ研ﾡする 作 業部 会 の長殼を於要 と した.それ 

は委頁会メ ンバーのuかで病理学ﾡ虫学にﾡだとしっ人々とす 

べてセ全するしのである, 二の 兼部会は , 国ﾡボフラ 委員会 

の中に設けられ ﾡた帝居作栄部会 と協力して仕ﾡとす、めてきた 

. 足虫研究のﾡ点は ミ キ り虫におかれている ・病害研究は主 

とLてﾡ害対策で.キャンカー (ﾡ建素). ド今今ーザ. キト 

スホラ . フゲリウムの各西 が研究 されているそのほか・ヤド 

リギの各し注目されていろが, 残たuがら ,有効さ結 県は払て 

いuい 二の害は所有者の管理不+分によるものである。

(7) ボフラﾡ利用枝術

ポプラ#の工芸的研究は. 国内委頂会より ・木材国研究所 

に.次いで木林核術センター=呉託された。物理的ﾡお的 試 

験は全回からﾡめらた見本により施され, ノラ53年～ 

/ラ5<年に 試験 方法 力； 確定 した. ロブスタﾡの試験を手はビ 

めヒ Lて . ﾡ理的城桜的山料性が天足され, 鋸断, ベ=ァ作 

※, 配ﾡに対する持性し調査され ニの 試み はパリ 盆地で広く 

桜培されTたﾡﾡ②すべてにお上ん,解割学的研兄し行わた 

, 化学的研究は , 木材中奨 試験 場とグル ーブル製紙工素研究 

所で すすめられている。
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くT) 宜 伝

ホ•プラ 画内委ﾡ会は . 委京会の 活勤が絶えず実際的性裕と保 

持することと希望する. され は委 戸会は いろいろと手とっく 

し c . ホフ・ラ並林が可ﾡな土地の所有者にﾡﾡする ニヒにラカ 

してきた・ フランスボ フラ 回内委貝会の目的 は ・ フラ ンスのボ 

フ・ラ おと増産す るため に 造林を 柴励 するのみではdい,てきる

だけﾡ翼大径木と得ることも示・ 事要な目的 であって,二の 

め, もっとも有利はクロー ンの係用 ・ もっとも適した栽培 志の 

導入を一般止することにある・ 委員会は, 地方会歳,映画,各 

獲出版物によって. 前の目的達広につヒめてきたのであった 

・ 地方会後は年に一 回声がれる ・ 二の会派 は,ボプラ の各平円 

家とﾡめて . ボブラ 主ﾡ生ﾡ地の 請林分を共 同研究することと 

可能にする . しかしヌ. この東会のﾡらいは, その地方の地主

耕作 者」= , 生き生きとしたﾡ気のよいり方でキネと示しロ 

がらからにポプラﾡ培への炎味とあにえる 二とにある・ その 

丰本とば二の会義か現地研修にえらんだ、ポプラ栽培地そのもの 

なのてある . ラ フ年の回面部研究ﾡ行は国際ﾡ内ﾡに対 

ﾡ子 とLて広く.ホラ栽き とその利用 つよ り) 受益す る 専円ﾡ

頁に配布 された。ボプラﾡの利益を大表にひろめ るためには 

映画も有力手政てある- 国内委ﾡ会は映画ﾡ正にも根動をあ 

たえた、ﾡ業ﾡﾡ重ﾡの製作による二の映画"林野の持参金。

は , ノラ5ケ年に国弥ホプラ我戸会にも長され。この映画 

がフランスのﾡ面館て上映される ときa, 同時にボス ラ 栽培 に 

つ いて の 小瘠ふ の 配布 と伴っている。ニれには, ボプラ救培の 

m原則とL て次の こと をあげている .

Q) 土地の良き択

b) 厳 された両のピ用

○) 土地の整地耕末

4 若いﾡﾡ地に対する 十分山管置

国四委頁会の 後長 =よ って 多く o刊行物がポプラﾡ 林着 らな 

Iに森林官 に 配 されているが, その二っ=っのものを示そう. 

二れ らはヅショ フール敬長 . j プールテ.. P今ュルンの各氏 

二上リﾡﾡせられたしめである .

ノラ5O 度 4国尽ポプラ栽培粒の※定 と利用

国内委頁会はﾡ足しﾡかれたもめなので, 二れとのさくと

来. ラ 回 のホプラ 地方 会 基が組ﾡさ れ ニ 二とになリ ・ いづれも

好結票と得ている。

夕〜&年月 ﾡ/回 ガロン 又 ﾡ度

ノ

ャ2回 ボワト

ラS2年4月 サボイ , イゼー

ウ ﾡ地 

ル地区

/ 今5/年ん月 マルヌ, エスヌ
・ い

. ワ ス , ッンム

/ 752年<月 ォノ回 ローヌ低地

/

/

ャ2回 高マル

テ3年<月 ソーヌ流域 

ラケ<年ん月 ほライン. モー

ヌ地

ゼル , ミ a - ズ

. /

ia じ

?55年2月 ガロンヌ 流域

めめ2回とめるいて ,会ﾡはすべて報告香がつく られ.小

ノタ53 年渡

, 9 ケ <年度

/ 今55度

ﾡ紙業 のためのボプラ利用

苗畑及 ご植意地の東ボブラおﾡ央例 

ヅァ ンラ_ュ・立ボブラ試職地

ポブラ 用土壌
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オブ県のポ プ ラ

※林治水状師

アンドレ・ノワゼット

シャンパー ニュ地ラ南面師さ占めるオ系は ¥岳永貨工業 で有 

名ぐあるが. そのスﾡ、 林ﾡとしく今滅からは. ほとんどられ 

ていない。 しかしなから. ポプラ救ﾡ、 さらびにポプラ材利用工業 

の 面から 兄る と オ系はフランスー○系なのでろる.

I オブﾡの森求ﾡ

派み統すがない が、 才す るてや /$,2 22fの 森みあ り

※会面ぷ②スタ%に当り フランス*画 ○※比辛ス2 %.より 8

い こ の森ﾡ積は次の如 く細されくいみ

a ・打林

ﾡﾡ投中ら中林 ノみよ2%a

中 林、 /.2.で&$ だa

針然務 く 人工着方 ) 

計

P2 ル

/z, 8ノ7fa

b 森ﾡﾡに委らた公有林 ・

中林 ^ 2&2&7メa

ポプラ救ﾡ地くトロフﾡﾡ院ﾡ考) ノ/2メ

計 ス&ラアアf

c ス有

な業が林 /eof
中 42.922%

ポラ教場地 o。。%

針 //Zイ//ム

合 オ /スス/くメ。
次 /近の必固森旅参必横/タク耳版によれば： オブ果勺国甫

林乱ﾡは/クよヌアな. 公有林ﾡﾡは。ス8<72、 私有林ﾡ積は
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合計 /ダフ/27メa となっ く.\ る、>//?22名α.

上逃②京は. ・な条材ら ♦林 お よ み林分がのボ ラに岡す2 
も②②みで 梨の木林生ﾡ②可性な工しくﾡすみためには、 ポ 

プラ②ネ立次、ﾡ次、 列ボのふﾡ救面ﾡそﾡに計加せばならY. 
こら②ボ ラ面項は上の面ﾡにふく まて いない。一秋 に㈱林財 

産はﾡ分*れていて. 永有林ﾡぷ 々以上く,タイク//。) は. 

的2み220く②有有ﾡし. f有者/人当りeスメ くカみ.

22な以上②有林有為は現在② ところ /2^ほどにすさず、 

そ o 合計ﾡﾡはや 2 す22 %。である。 しかし この 細 分さ れた森 

は. しばしばるに結びつき相炎んで、 みい林業を形ﾡする.分にﾡ 

シヤンペニニュマパ-ル. スール・ オナ。 安ﾡ市 ではそうくろろ. 

すでのべたごと く 有ポ ラﾡﾡ地ﾡﾡは /2222なたべ、 

その他に列求道救く 小変 海 の 縁取 り、 血時②係取 り、 水総ぞいのﾡ 

Pゝ、 独立求 ・ ネ立求らM救 く こx は水た ま り ○立くか. 対送○そ 

ばに 力ろ. ) zその上iz耐け加えばならぬ. こ 林 もみ ポプラ 我 棟 

登は. 年. 紙次くざ木材我2与え2いのﾡ.系林ﾡﾡべﾡ余

ているこてはすそにのべたが、 ポプフﾡﾡ地の有はそ以上に 

ﾡ分化:nてお り. ノスでスクな以上②ポプラ救場地なもっ人は. 

ﾡめてﾡくある。 多救の所有着は対干の奇ﾡそもっにとどリ 装 

ﾡ地はいっ %多教の小Z画I2 分訓さ て いみ。 セイ メ川流ﾡのポフ 

ラﾡ救地ﾡ は、 ノダャンス-ルセイスムらトコワ並っ今くるく力 
ろべ. こは条の と ころ小面/のポブラと裁地玲夕教っなぎ" せ て 

ﾡ政*たも② そ 所 有 着/人 が ポプラ の/～ス列 しかも っていな 

いことも稀でxい. ポプラ植数地はSﾡく。り 土光有有たちは 

似等のもつボプラみ小画に剛 して m有 ﾡ◇染次をのぞ ず、 不、 

かような土光べKをさろンミはﾡ手は非高にダい. 2 9救手来、 

特に習条 森林茶会か ら②扱功がみろ ことがしろく知りたってから 

ポプラ数光却がさかYなってきた. ボラ数場 は今* 非m 虐 

なﾡずと見な*Kている 公証スマ 条林場は、 しばしば会社"御く 今
かららポプラへ②枚資ﾡ込なクける。 こは時ヒ して 植栽 のた め に 
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大ﾡﾡを受求すあこYめあり、 かような土地希受は本系内てはﾡえ 

ろめのでなく、 このポプラ戒ﾡ宏のﾡ環は次みようになる。

a 数光べ行ろY. *プメラ場可ﾡ地はイ«当リクカフラン 

日 も逐する, こはその土地のもつ英のﾡﾡさはろかにﾡえる値 

そろろ.

ら ボプラﾡ○地ヤは運中も場s かまずにえるﾡ向がら ッョ 

セイ ヌ父 流域、特にオ地& <はﾡ&ポプラ求過がいろがっ九た 

め、 伝ﾡ的にポプラさ桜ﾡしていた地には、 もは*土地そボめ 

郷 ないの ぐ、 少しぐる遷り烈のある土地ならビこぐら ポプラ也地 

¥ きめて し まっな. 央吹多く はこから生どた.

c るﾡ人②有地べ、 たやすく他合でさろとは方えらず、 及対 

z有者○後. 統のたに有地の分ﾡはすすむ。かく てボ 

プラ超 我/は益々 細分化 L. これべたゆ活いボプラ道渋地不都」 

合z生じて < ろ. 即ち、 ②せまい、ﾡボのボプラﾡﾡ地が似探 

. そ○殺、 新雄されたとさに、 新越ミた送いボプラは、 路 

桜した高ポラの号在に考しめら々こYになろ. . 

ポラ対す2現在○熟粧ぶり は、上途如さ入令飛戒の乙な祝示 

する, こ②不令理は、 少く と も上違②三っの和市 くノダャンスール 

セイスント▽フゝでは、 合的ﾡ枚形式 ※ プ ラ吹雄 にﾡす2q 
殺者スに よ り救済 し得々. 契的動祝 mA は このため快用さみら 

が. このことについては後章で示そう.

I オ採内におけるポプラ9あ地性

A 系内で②分市

プチト氏②代人②、 大いなみ滅功のおかげで、 わhbは*プ 

ラ分布図を 作政 するこYがでミた。 この函は沢内ボプラ救ﾡ地のる 

々についく代表的な救地湿ﾡそ示しくいク。・味的な規的にしたが 

い. 人々は救次ﾡのことそカルチバールと"人でいみ。ホプラは 

河川 の典城 内飞裁増 ミれタ も 0 で、本 衆 では セイ X、 オテﾡ坂み 

かなり 混った沖根福 の 上で、 ネ、 滅ﾡな平野のヤ2救兆:ていろ
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但しこのユミイ ドシャンパーニュ地区でも 森林地ﾡ くグランオリX 

ン、 ドオモンゝはつぞかている。 本系、 少くともセース、 オの 

両況城では水プラ表場はさい伝ﾡべみ. そ○役. こ○ﾡなネ 

中ではポ ラﾡﾡに次河ぐさみ土地に不えしたので、ボプラ 我増 

はる央況ﾡにひろがった. こらﾡのポプ ヲ地著は画系糸林る会 

○飛ﾡ以※. 活系づいて系た。 このこYは系内のポプラ救場者ス2 

受 しう之めのであ々が、 りとてこ。 震 は. どこでる ﾡ常な系 

切らなかったわけてはなく ポイラ救ﾡみ充ﾡは 地理的ﾡ済的な選 

1/によりﾡをに制服*ろに至ろぐあろう. 事索. *ラ式々はﾡ 

利性を返とっっあろとお &P2.

B ﾡ地品えの地理的分布

オブﾡの*ラ枚地予ﾡは. 1奨なるのへらならべて. ルダェネ 

ラーク、 ロブス、 セ▽チナ・ド・シャンパーニュ, ヴィルダニアー 

ナ、 等でんみ. こ○分布さず述すみ.

ル ダェネラーア確 元epcncuzな
ネﾡは もっと 普ス L、 系のポブラ地ﾡろビこにでめ存在すろ. 

そのちめみ"令&多い. 本ﾡは非ﾡにけはなた二地力で主震す 

ろ。一つは翌洞平野南部術、 アルマンスヌ派ﾡるあろくエルグィー 

ルシャルル). こはヨーン沢fく、 ヨーン系では本確交 

り確くあろ"スイス・ルダエネレ・ ド・ ヨーン"がさわめてﾡスし 

て\る 他②-つは沢城のオブ個派ﾡなろラメリユプ地区で、 マル

ス系とﾡすク。 

ロブスタ確

本ﾡ も界内ビこ

夕よリ るグ。 本 

ﾡみ で.あ っ ん 本確・

よくﾡﾡすろ L, 
ている. 主産地は 

本殺そ考入し 才ろ

セロチナ ドシャン

マ ;, ヌ系ぐも本ﾡろ替みがみられる。

/ oua
・%みらみ

②材は 通 直 

材価め'く 

し 現在 - と

。 しかしそのシ令は. ルダエネラー 

ぐろり. 攻長も迅ﾡ、 そしく従糸は 

なったのて、 ロスタﾡは救だ者な 

ころ 本ﾡはより少くﾡ、

消子野② ヤ次切、バベルス清めにろリ: 普木及が 

にふマし 本地区会体にﾡ付けたのに.

パー ニ
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本違の者及は比ﾡ的承42 ことぐ太ﾡらた紀団ヒどまっ く 

いる。ﾡ式地は、 ノヂャンスールセイ スから トロに全々セイ X 修 

流城の会郭、 およめこらのヌ流め(くオリバベン、 アルヂュッンン) 

でみろ. ダアヌ派故ても見らる ペ. これは回系求林磁会により考 

入 したる②な. 木粒は もと% ヒロミ リー地力の番水商の取引上で公 

にされものく力り、 このことは本ﾡの現在の分布2関係する。 ﾡ 

近の研えビホ材利刑着、 ※材系者②突験は本ﾡの性ﾡそ明らかにし 

ので、 こ久ら救ﾡがみろまろう. 本ﾡはコスアを緊盗してそ 

の 代 りにみがろ とﾡわみ.

デル ト イ デス ・ グィルダニアーナﾡ

cLeCそeccLct
本稚○分高は系の求北棚、 マルス系みほくぐあッ、 そこでは良く 

宛ロら. 食<利用*ていゃ。Nち本ﾡは漫ﾡ平呼の木ガきペブリ 

ヤンス • ラ • ヴィエイユからラメ リユまくつオブ流域なちy. こ② 

地城内のポプラo« ッベ本理で ろみ。 なお月地城内の他のポプラは 

ルダェネラータﾡ2%、 ロスタﾡがス2%てあろ.

そ ②他のヨﾡ

ヨポプラは全っとこっにみる. こらは、 しばしば烈立木となり 

冰衣 そなし、 浜の中で一来となっていみ.地力るをそイレオ、ネは 

グリサールYﾡしていろ が確え したる称でなく おそらくカネセン 

ス系のﾡﾡるみろう。 こらは花木で非予に太く、 ﾡ長 は つづけら

て*り 時として自べに茶植すろ。 これらの来源は衣くわからな 

い。 こら台ポプラは昔にﾡえたものであり、 このﾡ②増mが高奈 

的手法 *皇ボ さなかったのはしむべミことであった。 なぜなら 

は、台ポプラは極地" ﾡ炭地 そ御ﾡあら しめろた非ﾡに大さ x 

サービスなもたらすことがくき々○た. 一.

終&リにI-ス/4ﾡについて言みナろ。 こはﾡﾡろみ土地高ﾡ 

ﾡ 習系森林会に よっ て株用まれ、 今年み ら商取引の対象Yなっ 

ていっ. しかしすく乙多くろ私有地では教年 前から植えて おリすぐ
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れたﾡ飛がみらていみ。 え h知ふさせ. 希妥*女して糸てい 

ろ。少くとど玩役に至ろまで 上地有召はポプ ラ越に円 しては 

いフる花救地の性ﾡに従 > + り 8. U団の協木ﾡみらる木が入手 

きみからとか. 光力的ﾡﾡによろYかして. ﾡえとべミヨﾡそえら 

んていみのだ。 このこX が ゆハったのは. 茨ﾡマﾡの地理的分布所 

のﾡ系そあみ. こ②糸、 大いな々水ﾡ効系が期裕さていろ,

C 令列ポアラ分布

pわれは. ﾡ令別 zポラﾡ救面ﾡの分布を知ろ こYつY» 

てさが、 こ②/2年岡、 ﾡ林材承の計に岡する研えはんすべ 

さﾡ地な確契 してさた. ボラ ﾡ林スど再造林がォー次せ系大系 

ﾡ2正しくﾡ統*ていれYして%. /?32年〜ノ?S年9回 

においく. ﾡ々の理由から造はﾡ少せしめらたととY恐りろ 

オニ次大賊版 は、ポプラ切•の 利用久・若し く 初 まった。 ム 国本系林 

基会②禄助ぐ、 ポプヲ校ﾡは再び活気づいて来た。 ボラﾡ地さ 

令 c ば次 のこ と か 専 えよ う.

a 林令スケ年以上のポプラが永なて大郭分のる積をしめ々。しか 

Lな条冬述、 かかみ老令林分は減少しつつあり、 利用若 によ る 

ポラ材への新受増次は 係面ﾡの増大ビ 浅 期低下 を もたらし 

ていみ。

と 平的林分 く /2年～ス今年 )のポラ植救地は限られな面ﾡ 

※ちめ. ヘY ら が杯ﾡになみﾡにはその 置は利 用者の希受さ 

※す2ﾡみまい.

c /夕←年以後にﾡ行されたﾡいポメラ 植救地は非ﾡ 夕 く、 

ポメシにあ当てらf ﾡ釈。 大明分な し»くいる.

ポラは 現在 ◇Yこ ろ週 そある べ こ長くﾡけられみめ o 

くはな<やうち2望委な同飛Zなろ. この/ケのうち &以杯町 

能 o 前 枚 はﾡ少してくるからでろみ。

m ﾡ救の力汝

土地有者 は. 自分でポパラ を付けみこ込なし ない のがﾡ通で 

と々。 多くは、 造竹な索行す々大ﾡ治糸右に依ﾡす々ろなが、 

もっと も多いのポプラ奪門の地力ﾡﾡ救系者にたの む*"方るろ 

ろ, ﾡんどク小雄救系着は自分の造え»普木*自ら庭や畑の中く角 

成レ、こは財産係村②目的をも有す2. ポプラ栽培の強大な地力、 

岩にセイス流ﾡでは、 すべて ○係ﾡをﾡ供す み木松通 業者 の 他に. 

無教の粒ﾡ媒為糸池救ﾡ右が存在する. こら○槍数系右は、 ・ 

系系林基金か ら ○神補リ金そ入干す みfめ 、 いろいろの行政的手究 

z代行してく»らで、 小土地所ﾡ為なこの気考ﾡから 解坎 す る こ 

と にな る. そのほかにﾡく②利益べある。神木の*クローン は、 

非常にかりにくいものた レ. 加えて /?$2年 /2月3/日み行 

炎ぐは認ﾡ統制 e 投務 づけくいろの で 面倒 だべ、 基状糸者は こに 

ついてﾡ任そもつ。ﾡ救力法についても ﾡ付桜の色ﾡくﾡて不役 

地ﾡの場令には向ﾡだ. > ついて8、 超我業看は我任をもつもの 

だ 率ﾡ、 専門②確条ﾡ、ﾡ救ば験*示んだ土地有者以外の 

素人か 突行 した 求プラ 植 救地は、 次に◇ベるような 夕点 そめ?も9 

な多い.

a ポラ植大の大ミ *は十分とは含えない く4ocr*<oe"*4e 

ox). 分物力②不えYﾡ会の弓ﾡは、植栽政用を戒じ、 平くﾡえ 

みたにﾡ次そ小 く し く いろ②であろ.

b 同じ理由氏ら、 土好せは十分とはきそぬ。 この分ﾡでは、し 

か、な改及べ現をﾡ認*れていろ. 土地有者は土ﾡをにWして 

滋を型理ﾡし始めて いみ。 く訳法. 及はな/ は土苟 せ②恐たな* 

ラに土新せは不要のはずぐ、 こは耕ﾡら意久と忍ろ)

c ﾡ付のヒさにﾡすわことは、ﾡめてﾡでろるろ。 Lかしながら 

土地相右" 国系森休述 会 c よ みﾡ抜例の 中に、 花ﾡ々はじめ 

z ものがら々。

4 ﾡ木は小さすざ、すざろこと公多いくス各番、8ん。番). ﾡ 
並の木の不えは、 番木足さして、 利用くきろ番は会初元みYき 

クラ包へ導いた。 こはu*しな早くす»もので、 土地有者は、 

おみかにる こ 巩 なﾡく頁ってﾡ済的でめあろ»じていろ



e 経済的そするめ、 み有有たラはﾡ神さ穴花しくク。き 

ﾡ は 地ﾡ zあらかじみなすこてなく か、んん z神込ま 2. 2 
の# リ カは幸してﾡ次 少 しつっ力み。 ・

/ 公式の送状"舌な除いくは. 公式専門問ﾡはめったば考1
ない。 受ﾡはまだ通総るる呼ばれており、 る称の混乱もいどく」 

スイスヂエネレﾡは系/2よってはセロチナ粒のこヒマろり ルダ 

エネラーﾡそあろ こ %あみみ。

み 植ﾡ及に以受な術ﾡは一欲に天行されているが、 そ○後の営理 

としては 大多ﾡ② 有 は 単 c ボプ ラ 似林9 時が系2みる期ﾡ 

すろだけてなにめしない。 ヒリカ け検T ②英行は稀でろろ. あ 

状分為 そ集ろこと台体かさわのてむうかしく、 その上、ﾡ令は 

状に豚してカスバイを伏用 し くﾡそあフ、 法外な賞会を表ボ 

すろ②くあみ。

上のﾡ欠点②なかてめ 系初のぐっのるのは、 伝税的ボプラ救 

地2多く みられ. 新堺 ポラ救場地 は 割l令に 少い.く たとえばセ 

イス、 太プ坂は新ﾡ地滞ん.) し久し全休としてみば、 こ92 
ヘ3年系ポラ枚ﾡ術は向上 し. 枚術 改良はﾡにﾡ者に対すク色 

ﾡくﾡ付時、 植付役)、 予ﾡの送抜などにみとられていろ.ヨﾡ 

②送次は、 獅次、 処ﾡ地の土塚性ﾡよよどボラの材ﾡによっマミ 

ﾡ*くけくﾡやがわり、 このためロブスメﾡはﾡケし セロチナ 

ﾡ明らかにﾡ大し てい ろ, この改食は徐々にめ系そ力らわして力 

り. そ②功は専門ﾡず着およど、 回家森林量金にもとづく契"9 
虫督官 ② ね ばり づょ い 努力 舌物ﾡ すベき も②マカみ. ・泰系林基 

会に対す ろ補ﾡ会受木に際 し. 動督官はポ ラ植付のが検にﾡ救光 

なおvづ. A2より土地有右すべてのﾡ告"ﾡ報なあたえ.

有 着にち②Wに京す方 2と なく、 ポプラ道永地の将未Rしく 

ﾡすべさことzつき、 か、ら○注ﾡそ超す2. この巻スは催ﾡさ 

. その効系は、 ゆっく"Yあらわくくみる②とおるりYろ.

TV ポプラﾡ考
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ポラ②ﾡ中きは. オグ系について特に見らハるが○は会く 本 

に就く もの%一 的 な必のく»る。

1 Kチターザ歯

乙れは故耳 来る 雑 の 植熱世忆幺 現. し < いろ。 しへしなめく 希な例 

zのぞいくは、-条にひ どいﾡ xあたえたYはアりぬ。神ﾡが 

行さ、 この4年以ネ. 国系赤林基会によろ補助造林地ではそろ 

ヲ8までべ 72z9 政功さみ てい力.

2 油旭神

本ﾡ はこの飛 ぐは qられていな い.

3 カミキリ

こ o 改は大ミ い.ﾡにﾡず林でヒリかこまたところ、 ヤブェ 

しあとに植付けたヒ ころくは送いﾡ救ポプラ 枚客べ多い。 

木のヤ共に空期がみ2 よ クな前林では尚でろる.

a ハッカネズミ

&のmにいつも翌派なところ、 は水の静希すみ極な北、はハッ 

カネべミのきべﾡみ。 ネズミはその冬、 ネは前4のスにﾡえた協木 

のメな攻拳する. 共水9力 こ り※すな土地くは毛表は効飛かない。 

私的で有物な唯の系はノルクェーメールてあろ く コ -ルター ル 

のこ とか？>。 そのリ万は. ﾡい番木②ﾡえに、 地孫か ら2pe. 
ゅ高さ. 自ﾡ率ら炭油くうすたノルウエイクール*塗布する」 

く税油/2のヤ2メール / を次えクゝ これは入手 Lマすく製 

済やでろ2. この地は店ﾡﾡのさ気なめよおす6○て、 タールに 

mえく ﾡるﾡ票 さ W加 す ろ. 本州 は窓みか っ 速 に塗布でさる し 

ぬ#のクールたけではﾡなによりﾡ皮に大命る生ずろるのだ、 条始 

にゆz姿みことるてきろべ、 これはスの向塗りかえばみらス 

本法はネベミペウサギ2 ﾡか ら o 撃2え会に@止す る .

5み . … ；

牧場クヤのポプラ トﾡ式地. 列求植救ﾡは隣、 有刻然係を奴け 

ないひのべろみ。 そはﾡにつくからな。 しかし牧場②北牛は

木に台分のﾡ体なこす り つけて ﾡす あものだ. 有者 は彼。



北牛を植付後2～3年た ったポプ 基表地/に送 りとむが、 こは円 
ﾡそしてﾡきンみもおこすもとて ろ.
6 /タケ4年会におこ た赤号 .いろところる、 /〜/2年生み考いポプラの は津裂 そいミだ 
こしたた. ﾡにロブスタﾡは全初 承殺多来した. 承ﾡはﾡ2面ﾡ 
に発生する。 そこは午役らﾡり頃の太「Iよリ吸めらみところぐ 
あろ。ﾡ裂2よわ裂目はほとんゞ自ﾡ2巨役すろ欠、 ﾡ及を毛し、 老木Y液が残み. こは丸太②ﾡ値をﾡ下 せしめろ.
7妖ﾡトロフよリロミリイに全あセイス流城で. ボプラを火月未から秋 
そかけて食等した小ﾡ独二ﾡついてのべる。 Ctkece4ee枚t 
Penwと4。-2c2とa と. PAz2eccwt <MfcAe2 べこてろク・ 

ﾡ右は非常2多い. この青女はポプラの採を食考し こ②ため系は 
斉いのに2月茶に姿系すろ。 こ②妖はるになとY物置 へﾡ入 して. 点ろ上z浮さ救e ◇ッドそっ< り 糸結する。この採の考は1大 
とスクょり%壮慨である。 ポメみの攻及を考する、 多く9※○平期
下2よ っ て .

8 ヤドッ ギャドリ ギは本ﾡく%っと も1受なボプメラAであみ。ポプラ 超 我 
地みすべてI2ﾡﾡすろ兆しな見せていろ. ヤドリギに対す2防除法 
は何rもﾡさていない し. r有看 o 大® 分はこ○きの1妥性そ解 していないので基々似考はひろべってゆく. ヤドリギは祭等なきで、 ほとん ご教務的z 名生すろものたY方えてみ人べ少い. ダの者は マドリギ治が危険な仕才だY恐っており、 加えて労物力不えみた . 今日では2の新生物な政ﾡすろことは始んど不可ﾡでろみ. ヤ ドリギはまずポラ②た木I2とりっく. そ②偽K. そのポメラは不 用②ものとしてﾡくら、 羽立 し. ﾡ死すろまで永乱されみ.かく して木はヤトリギ②殊でおおPて しう。 これらの走木はﾡ2及 いどり木ならで、 ヤドリギはこよ りﾡﾡ地の 考いボラ②すベ てz伝※すあ.落いボブラでは、 しばし * ドリ ギが除○中に生*. 

-73一 多く次メのさのてころく冷在してきそみきなこす。 "なてヤトッ 
〒にセまたポプラは攻ﾡかおくﾡはその 簡営 な央う. 全系さ通 じてヤドりギに対すみ戦甲が企てらばらな. そは 不可 欠 o 
ものな。 そ②たにはます、 m有者ち②#っ、 ヤドリギに対 す.ろ うえそﾡえばな ら ねな•. これはるにﾡられろものるはなく、 Pn 
力は印刷物を役用 して宣伝を同始してい々.そ○目的は. ヤドッ ギによっておおりれた老大ポプラの所有為な 好して こらさ平る 
2校例せしのみにろリ. かくく伝米の派は消失す2のだ. 有者% 就毎して. すべくのボ ラ救ﾡ地の 中 ぐヤドッギ ○さ政塚せ L y ね ばな ら. これは救 とﾡ時に 索行 でき々もろだが すに9べ た初<、 現在にﾡ»まで 放 o 矢行は 非常にﾡくろる. このため バ. 

ﾡ当な道具や別物着支用ﾡするた». 炭平門2事系そ別報す2 
マべろる. 林系試険場で研え *た材子"ﾡは郎く知らく\4 いみそ者スら妥べろろ. こら②ﾡ子や 発は及 ○は 客令理パハ 

つ8めzし、 仕市ら ﾡ央 そ戒少させろ. このことはﾡ着によリﾡ 契*れ. 生産文は減少しﾡ. 本作業にたず2分め者は: "とL 
て 存在するか、 そ②救はめて小で、 彼は専内系ではなく、 しか 
も/の年生ボラ/本ら放打2 ノよ2フランを妥ぶす2- この格は 枚打そめろンスうiにみと Lいめ②だ. 放作糸京さ体ﾡでき2時 
は、 が行着に対しヤドリギ退ﾡな投務づけろことべでまろ. 恐と ろ れ ば系糸例 によるべさた. そのためにはなくこ○ことが理系さはなら ず、 ﾡ在のところﾡについなばかりでろろが、 ノ 失につ 守 
けらていス2 とが認められみ.・ ・ ・ ・##

V ・系 系林 基 金
Pnpn は、 す でにﾡ革で本②ポラ教場欠ﾡて円する回政系 株基会く 尸 •尸 > ○深ﾡな為 L た. 本抵金の設置は、 /? 
4よ年スﾡ○ボプラ&対すとﾡ助と しく時宜にﾡしたるみてあり、 邪. ネ 断に光加すクォ者の市妥にもとづくものくあみ。 こ.れ は 多 数の卜土地有者に対し て、 被寺にﾡ供 た財政的援ﾡの力 で ポ
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ブラなﾡ救するこてなすすのるもの。 国系ﾡ林基金の坂助力式は 
三型式分 てい る
1 神助会く災励会)
.現会も L く は普木の気係次付 くあみ. 有右"年及によっくゞみ 

が、 ノ2フランな 服 として土地所有ﾡにろたえら方 こら 
神助会は返還の致なく. 真②供与であっく. ﾡ数地久以飛生すろ会 
灾*9 的 才4% を 天介する もの を み る. 補助金台 針 領の彩 は. 契 的虫督官が仕率の完成をﾡ認しとさにわ、残余らは2 年役にﾡ小服 ク2x②※名をと どけくから夫ﾡさみ くﾡし不可 抗力 忆 よる とさ は例外 で•みろ). こ ○派低逐 省率は補防会2 グ o 

支給糸件てあって. かっ有者にﾡせられた一の貨ﾡならた. な 
お、 よ◇本以上植えなけれは. 補功金の対ﾡとはなり村ない. 
2 緊的 よみべ税行 く作茶契的>
土地有為Yu林功②同で契的されみめらる. ポプラの付"ﾡ ﾡをい高が契約上②協格の% と に実行 し. ﾡしたﾡ用は国糸孫 基会か ら②融ﾡなてヌ介する.く訳渉. -ﾡ②宮行ﾡ林く力み) 

土地有 有には 供務べ 生ずる: そ は植炭 Yﾡ型に妥した会貴用さ 元本Y し、 そ2年向 22x ○洲くﾡ加する利子そ加えたもら てある. こ②ﾡ務②返消は次②力による. 叩ち. "契的のbヒに 通かたポアラ植数地" から 生じた生産物も 吸元 し. そのK知べ会 
②よ2%な核除して. 渋余み金ぷの中らﾡ務そ込済す 之,償務2 究会済までは. そ②土地にはﾡ当枚べ設文*れ、 返済役 有者 は、 から②土地②究会な用益ﾡな回換すみ。 一初もしくは全ﾡに ついてﾡ救が失敗した場令、 上述の如さ制合くは、 軟入が困象系林 基会よりのﾡ務な会ﾡﾡしﾡざわとさ、 有ﾡは図済し村ない初 分のすべてな免殊さろ く印ち収人ら ◇o%*返済すみたけぐょい) 救ﾡ資用Iにﾡし当妥なため、 これらの契約は、一秋に大ﾡﾡ 救括 zおして術ﾡせらる 
3 個く質付とれは自分ぐ作栄そ 突行 すみ有為に対し て英付けろるのぐ

-75- 英付承に創ﾡはない。ﾡ積者で予夕された用② 全ぷな食付 けら 
建. 清は冬族目駅による. 沢大返済期向はす2年てあり、 その枠内く ﾡ入ぷにより阪済ﾡ向は次化す々。ﾡ3年は二粒択ろり 作条②係 
3とともほ年原返済な始めみヒは2スよ%、 え会の込却な/ケ年 
向すえおくにきは/%Yな々。 公共有地なのマき.土地済有者は ﾡ当ﾡ. 知行係証などのﾡ係なﾡ供すク教務がめあみ.

習系糸林式会はど◇場令について b、 地およが不そ地の豊、 水u 次ﾡて流したポプラﾡ救地の再並林に限り そ○ﾡめな衣 

供すろのぐある。 ポプラスは他の#社z 伏ﾡ I <洲会*ろ ず. た役に. その孫地にポプラの再ﾡな す すめク時には. 本益全禄助な期符 
すべそぐはない。 国 系森林求会 はかかる並そ ね功 す2 ことはでさ なのて»る

補助金の現状
補助 金は /アィク年にスタ/メのﾡ独にﾡして契められたのには じまろ. 発ﾡさ始めたのは/ヲクタ年ゞがでゐって. 円合未/ワ 
$4年 /ス月 ラ/ 日ほ○同に. 回家京林惑会は 7ァ8☆◇ポプラﾡ 
救地に補助会なし、 ﾡ功会合計は e/422カフランに峯した. 次にその四をネす. 但し /?よよﾡ及およが/ワよ4年及のﾡ燃 
分はﾡ査が まなﾡ天的で な <、植付 o 政功 N 央敗のポ は未だﾡ条 し ていない。 下に示す坂字 は.ク 論、 ポプラにﾡすみものだけの象 
そあろ. ^

/ ?4ケ 年～/アく年に認められた 国系森 ﾡ 会か、ら ろ補防会
「 ジ 功 矢 敗

東羅足----- i--------
_ ¥ % 型 %

1 許可 マれた補助金件秋 <42
i 年 ¥ 均 ク件

zと7 e フパ 24

ﾡ付面が フzみ.ラ/る
i 4平均 一次 力"

sc. 夕 返

-------------- i

34 /クsc スス
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コ

|補ﾡ会令計 /夕4シ?3 F

年子均 243&PF
メスァスィバ「

・- ------ . -

<2A38 42227sa
系ﾡ会は ?年商に年平均子アる の面ﾡど /4422 本みも木に補 

y会名又女しなことになり、 な当 り神助金は /ス432 フラン、A付 

けたボプラ/本当リ/ク4Fくフランゝとなみ. さて. 植 助金欠仲 

にっさ、 次のことはﾡ裂であみから強初しておく. それは"ヤブ2 
一ﾡ ' に妥なﾡ用は 修い細裕に細さくいろヒう こYでみろ. 

この々め、 かよう &地作条に 対す ろ補助会は当広少い 3 o となろ. 

この指 溼 は、 崩送林*ﾡ木のヤにボプラそﾡえみこYそ笑めしない 

ためにヒらたる9て、 か、ような場ではポプラの友長ケアそく. 

おﾡすろことも多い。ﾡ助会な系付さてﾡ行さ ﾡ救 地の問ぐ、 

72%以上②為なみせ てみ功 した初今は4みであり、 失敗は 

地 敖'面 液 ・ ﾡ救本救の $αxそ示すのみぐろる. ﾡﾡ地2 スメ は、 

ﾡ求後ス年たっ て からヌ的*れみ補助会の分を未なうけくいない。 

/夕よ2年茶、 ﾡ助会のヌはﾡちの状ﾡとなっており 算网 

②補動会は、 件ぶにしくﾡ?2件、 植救ﾡﾡはや/20名 会烈 

22o,o20 フランくメ。当り ス2.202 フラン./ 本当 り /2$ 7 
ラン>そあみ。 わゆは. 系内におけクポプラの及にﾡ系の力 

みことそいつも指ﾡしくさたべ、 この神前会増大が件止したこどは 

それる確叙するゐ今くあって. ポプラﾡ救«ﾡの死地休ﾡ少 した こ 

とな示す も○ん. 現物ﾡ功 ② 例I は分 わ ヴク なるのぐ. その測は.

有者②大ﾡ分ぬ彼ﾡﾡ*ﾡえみことなく 当木そ祝供す々ず右、 

Wちﾡ者南糸ﾡﾡ茶着Iに依須するからくあ2。 しかし求近、州め会 

に 岡 し てみことめらろ傷用2制ﾡができたの そ、 現物ﾡ助不ﾡの現 

状にる ﾡ化が予将せ らス

要すみ2. ﾡ助金形式に よ み国系森基会の禄助は卜土地有着 

に良くﾡ令したものでカる. こ○補功会でﾡ付けられたポプラね救 

面.眼 の 平均は. /る。そこそこにすゞxい。

作条契約②現ボ

この扱動形式は大が納救に供せら たものくみろ. /?$2年 

以来. 個人との円で締他:た契的は/3件 高町村との問で為さ 

fものがス件ビなっており、 これらのボプラ ﾡ付 地 は. 以メﾡ は 不 

良の土地で、泣地、 ﾡいた池、 3地の上に立っ»ﾡペヤブ地とも 

っべ物であった。 この/6 件 の 他 に、 ス4の次的公取"さめら 

<おり、 いうも画迫に8った沢ﾡ救く力った. ・計す2Y、 国 

糸基会はス4/ラ$ズa, 4/328本にﾡ助したととにな々。 3油 

はセ▽チナ、 ルダェネラー商ﾡ。 トチチーザﾡべ女現したみて情 

ﾡの以妥を生じたが、 こ②ﾡ失もかかわらず、 活者は72%*上.

P8*に峯し た着救光 8ろる. 初昇べの植仲ﾡ共はス482る夕7ア 

フラン、 補雄と登理縁共%ふく ッ く 24.4930007 ラン に選して 、、 

ら, 嵐付優責を平すば えa 当 リ 24.ラcd フラン、/本当り 485 
フランとなろ. $～4年前の作糸報資はほかったが、 そみ核: 総資 

は増入した。 しかしこれら②央は決して最会なものくはない。契 

納。 ため系基会に次供 た土地は、 たですく 植付 けらろ場 

ではなく、 植仲役の政功るﾡべまみものくあった. それく、 ど 

o場m<% 地ﾡべ大ﾡ炭に ﾡ行 w n. ﾡ水#9 設鶴.ヤプ&冷な ど 

がおこなPYた. ぬ 総的 に、 ﾡ②ドブ*らいらさ ﾡ覆系もふ 

え. 土地が有有は、 自好ぐはかような旧Aﾡに耐え日々ものく 

なく、 ハ、よう&竹有着にヒって田な率例なべ行する②がﾡ系株ﾡ 

ボ会の本目 な o だ.

ん。当り ○孫価からみ く、 一ﾡﾡ政功幸か らみて、 本件く神ら 

たﾡ系ば済えすべさ めのとわもわろ.

個へ資付。 現求

この形式よ わ国系 浜林 茶会②扱助は、 土地有者にヒってﾡん 

れらたことは無く、 ノヲ少4年ま で木系 では矢ﾡ *なかった。
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系近. こ②質付べﾡそ:くまくおリ //生*x○、 生として忍 
z ス.ク2◇本のセロチナ ト シャンパ ニュﾡ欠ﾡえらた, その 
ﾡ用は イ2$o222 フランそあろ。 この資付形式は、 こ②地域ては 今役発及2 余地 なさものとﾡYみ. ダ付によりﾡ救せんヒナク 
地 は. 一ﾡに担係ﾡ値に 乏しく. 資付る受けみには、 ポプ ラﾡ救干 宏地以外の土地る当に入ばならぬが、 こ②ことは. 土地有 
為②、ひと しくﾡるすると こっなの そろろ。

国系森基会に よる禄功の妥約

このヲ向、 森林ﾡ会は、 査杉河校ポラ植救に貫献しく未た,
オ フ“無 ぐは ・ ボプ ラ植救地 /222 a く 上がぶ会 Iに ﾡ係していス さ

助 形 本 数 送金力、らの入出

助 会 ククs ラ/☆ /ライと本
アクラカ

/-タベラ/?

作 栄 契 2<< ダ <イラス& 24.7322e
• ペ ヘ 欠 付 / ケr ・ スク22 / 2よ2.72o

/ 2ン/ ス2 /5e7 4/$s4/P3

/2721 ②面積ら上にポプラを付値づけるため、森林基会は そ/ミリオンを終えろ会ﾡなすでに校ﾡした. こ今救多子の1平性な みとみろたのには次のことたてはなら。 即あこらﾡ式地の 
発 ビは、 すてに 非 産 地と化して 系命み々受ﾡく らな土地くあっ なので ある. 補め 金 9 •一部 は. /ア$ス年 /2月っ大服でﾡﾡした ポプラ ﾡ救地の補植な 禄功し. こ 大風は大ﾡﾡ○ ポプラなし 
・たも○であみ. ポプラがすざて、 売却しくも利益かない場令には 荒ﾡ こた植救地の 補ﾡ そ扱功するために補助会が支俗み. しか しかかみ 場令 は 例!外 で あ り. 一に ポメラﾡ表地はそ ぞれ 商ﾡ々 
生みす:②でろる .ヴァスﾡﾡの例 ・サンブノ アシュー ル グ x 試 歌 地はこ○流城に又kれろ. そこ では ヴァス川がセ②球示のヤなﾡれ. 土地は炭ﾡでべ柳が茶 交し、 類ﾡ値らがはびこっていみ場でめあった。 こ②土地はすべて

• --79 -不生産地としてずさていたみだ. そこに は 白 ポプラ 尔 々在 してお リ、 もをの話 よ ば /ク/ 年前 にはポプ ラが生えていヒラ Lかレそこ今住ﾡは、 こみ中では何も生えないでろうY確 怎 していた. その確俺そ承るべく、 一への土地所有着次督系求林ﾡ 
会に対し、 2よなのボプラﾡ救のたのに作糸契的によと叔助る込 んだくその救地のヤz、 試除地べﾡけられた○た). 植校の他系 
は 預好 で、 そみ検. 3年の向にス人の智人有着とスつの共ﾡ体と らに作奈契的が成した. 飛在はぐつ。作米契的が各在し フス 
フなのﾡAの上IZポラベ報平准くﾡ付けらくい2. 予ﾡはレダ ニネレﾡヒセロチナ トシャ ンパーニュﾡく»ろ。 ネズミ ○きへらは

んビ会初安会であった。 ボプラﾡ地 では ヤ の 他 の 嶺粳吿 趨えら
ていみが、 上の二ﾡと有会な比ﾡ欠でさ2。 これら◇ボプラﾡ
の成ッで、 土地済行者○妖同は消え失せ. 他の場所にゐこが着 交するこY はﾡ楽 であみ。 こら②般除により国 条称基会のﾡ功 

は容易になった,
w ※ラ救地の吹な性
pMnがす ぐに述べて きた こYな< リかえ すY.・ ポプラの新ﾡ 

は すべて ○流政にﾡ及 してやったべ、 時ヒして 土地有為 は直大. な 欠そ体戦してさたし ボプラの及は今ぷ土地ネ件Y 同様にﾡ済 
の条件よっく例的せらみY恐りろ. ポプラの救はマﾡとなデリケートになっく来た。 現社○K賞品ﾡくは、 もは"○代作 

もかしい. ﾡ木は高ﾡであり、 その不央え広手仕らたのて分 
例 力 は 激減して 来 てい る。 このた救は高席したサラリーそ後ボこはホ 社会良ﾡそ増次*せていろ. 以上②著矢により、 ﾡ 
ラァょどそ②ﾡの°村物は多ぷの支kないミおこし、 その特メは *プラ救地べ認められク土地は この1次な支/令う よう なあい 
の似な得られ々衣き土地にﾡろこYにな2。 トコ7公 証人 シャト ンはは、 ポラ国内委費会のメンバーであろが、ﾡはFA0○仕申 
2して。ネ 生産および土地利用のめのポプフ"な列行した。 こ
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②ﾡ表は土に した次っ て ポプ ラ救場地み的収番な開台

め9くみ々. それは 次 力,近 カ ボノ。ラ ラビ の ら 行 めれて絶※や、枚 

自身の実験林から得た尺辛 にとうくもみだ. 但しシャトン氏のボ 

プラ 我培地 は 念入 リに®理しくあリ そ◇他系は. オブ駅 ぐの 戒塔 

地の平よりる衣好で力々. 氏.○好るにより、 わnPは枚のg 
を孫びとり上げ、 そ.の救多のいくら*ﾡえてみた。 こは条際に 

条行ミたﾡ将ヒ、われわれが員担•したマ出 发、国家森林城小の拨 

助があわんめに翼なるからだ。 こで明らかに*れた夫は、 夕く 

○所有有によリﾡ行*たヌ払YW台 に一教ナ る「複獲 な 検証/よ 

り. われはそz確認した. 本ﾡ票はﾡ表に救*ていみ. 

この偽命るホ、 シャ トン&の将たﾡ始Yがであった.耐表によn 

ばI. I②型大の土ﾡ で■み*ブラ 栽培 は 商い収穫沢得られる Y 幅 

締. ヘような 土地は 系内ボメラ救ﾡ地9夕 下であみ. 成良 

ﾡ進らめらﾡﾡ理なあたえみことがぐさ、 又、 その土地が他のよ 

り有な利用おくことがぐさないﾡ令に、 II型の土塚はXプラ 

炎地2沖用くさる. こ②型②土坂は岡ﾡら。そちめ2.現社. ※ 

プラ萩ﾡ地らみ。はﾡW型②土ﾡであ々が、 そこではポブラメ地は 

有利 ては な い. かか み土地ては有ﾡは、 う0年ﾡに委っく校じた 

ﾡ系な わっか z取次し将ろ2すざA。 こらの土地くはそり他②力 

法. 枚場にするかﾡ云の平い業材そﾡえクかしく、 そ○土地の倍 

使を存めるべき でゐろ. こ②表からとのに、 食好して深い土ﾡ 

にポメラをﾡえ、 る。リスの◇本位として22 社及 く ¥木材ね 

/Sm に達すろンさ で 戌採 しんべよいと ﾡ力と. 疎越 く/40 
うん。>して 大名材 く/a へ 2.3 x ② ¥ 木材示 ゝそ母みたつに3ク年 

以上/役期な みま ○ばすなら. 2に物ﾡ的財吹的2収ﾡの減少な米 

すととにな力う. こ②糸は特に注意を撃する. ポラ番ﾡの震概な 

迫っくいろからな

(永注 次あげ々糸は、 FA0チ行っボプラ全者くPどa&x 
血4N結 and イanta o.) 炎訳ル/字4 PIZ及②るのとﾡ型式だ 

、 値その他で翼っ ていみ.しかしﾡ料のkはﾡ〜であろう)

ポプラ片基
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る当り知、 
/ラ4

7 ----
I 利 用 中

*****韓神wwwデ"w導韓等番事番▼ 導 導導*ﾡ***導*導番**澤 導導 ・ 導 . ***導 ・ * ―••・・ — ―— — ◆• *キ導**、**導韓****熱**\w**導導w#*韓染*#*染輪*執w***w*

系い沖及土深 

オブでは少く 

会達民地2 先。

そ5ゅク_

ア*ワwi ﾡ/ク本

似 ス 早

平均胸四圏 2 ァ

才高 スx 
ヌ&ゲ*バ ミ 78 w

・

c/8
*<2o2

F 
2$28.222

: ベニャオ ¥0% 

ス36&材 
/2%

給 材 sox

オI型 

食なな派い土ﾡ 

ﾡ数地。% 

そちめろ

•1 卜▽ワ下のセース 

ﾡめスびブリヤン 

スル・シャトク下求 

その例

1 .

L________

a. 8x&n 現存/0ネ

<会継件ネ次4e太ゝ

平ﾡウ周酬 /彳。 加

才 ﾡ /8 m
ス.ラ* /32 、 3o。 が

堀 ス44

3oeT'
*&よeo「

下 /$2202

j
「

「,

1 ・

ベニヤオ ・スx 
ス係材 /2ズ 

夕 缺材 /2 % 
箱 材どox-

ム. Sx&x 祝社/o本

くﾡ付 4eネゝ

平均ル泊ﾡ囲 /4on
材高 8

/&* o ススァ 

期 204

スよスァ 

X coedf :

_____ !

• - .
:

O F :/205202 
'

・

ベニャオ/2% 1
ス材 /2z ;
級お クz '

ﾡ 材7o%|

才I型

: メで派いっ土氷 

遊地◇ 。 

なちめス

L ________ ;

フ*ファ 現存/4本

(ﾡ付 スoe本ゝ

平均ﾡ国 ～/2n 
材 当 4 .

/ /S w*。 ミ /42 パ |

期う2 空 ____ !

rX 220 i
F! 

82222

/ ﾡ S ス 

ス教材2* 
ラ6林 /。 %: 

ﾡ 材 クメ

オT型| 

nﾡな よ泯!

独坂地。み% ； 

z5める
：----------------

フ*フ 現合 /。 本

平均ﾡ高河町

オ 高 /ラ!

2よペ* o w 7/ W' |

X みoo ・/78202
箱 材 4o%
※ 料 42ス :



ポ'プラﾡだ以 え!性

土 e
女 依ﾡ役 o 本

土と入去 博付文― ウ 太球代

/1 - 24 X2ppo 4ece /S2oo 2422e 24c&cee

। 9月らか色 ■ • 2 <4222 -夕S:22c ・22a222 /3$2209
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(注ゝ 税会は上 していない

YTT 利用 材 積

PPの得 ナや球伐ﾡ条者ﾡ妥ﾡに よ り 公表 /次すに 

よば、 オブ環のポラス季ﾡ係ﾡ は丸太 /e2222 と迷天 

さろ。 但しこはﾡ売河2枚られた太くﾡﾡど2上)のス 

ぐあろ.。を当リ 平均立木警植も, クク 酒/すみ ならば、この番は 

寄年 422なのa検杯 るに ひと しい, や均似期2 年として. 

未系とた りこの合2ﾡすみためには. オ系のポラ合計ﾡ 

ﾡは/&220復z初する. 突係み系のポメラﾡは、 状" 

ﾡ状ﾡを分面検枚 し て加え くみ て め /% 2oe ～ .o00 た 

そ燃えみことはﾡい. そ教、 似ﾡの現状は長く継続す2こと

Aくろろう. 似期べﾡ下 すみほゞ、 このこ立はﾡ的さろめのた. 

ポメラの立価は、 れ太の典 立地. ビ係②田ベにより次なり、 

え太/が今22～z2oor. 現在②Y ころ、 /m平均22oFと 

なっている。 分年のポプラ 伏係型は ユ立木価 そ的20 ミリオンフラ 

ンに当る. 専口仲な地図によ は、 オ系で ボ プ ラ 似 禄熟 に し た が 

ク有フ4人で、 そのヤ s 人 は系内 ﾡ住し、 ス/スは試ﾡ京に 

ﾡ性 チ み. 伐孫衆港の木部公 は*材工場マポ ヲ材依刑工ﾡそ働る 

しておッ、 ポプラ伐株衆に、 彼考の尿木伏ﾡな応係すみ、 附爲的な 

仕ﾡにすざない。ﾡし くポプラ材の称距ﾡは及く なり ?っあり 

ど林業者はすべて、 枚ﾡの工ﾡな中べとする一ﾡﾡスつ活ﾡな

切ﾡ 本 
旅み資本
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nR兵しくカリ. そ◇上. ボプラ・枢別にキ門 

化Lつつ»と.叫う 一糸にボプラﾡ糸為 

は地区別、畐種冽マ』力 化 し てお ケ. 専円 
・

②地区x 小理のボプラ は 取扱わ yスのくあみ. 
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ﾡﾡ冷は次のみと おり。

/P$2年と /夕よよ年の円に見ら»ことは、 似制木子均 

ﾡはロスタ型そ9 ぞい < 減少 L てやみことであ々.平均地木材 

積は /ア2年◇くワムら /アよ年の～4に下ﾡしたべ、 

こハはポラ 大後材ら減少 *ネするのだ。 /ク$2年にはもいポ 

プラﾡ光が多くっており、 こらは殺ﾡヤにも、 立木のまま 

係分*ていた. 現在のようなポプラ材ﾡ妥べなかったのでろる 

ノ?よ2年には、 ロブスア粒②平均木材ﾡは、 調台他○救 

ﾡ予ﾡの材積.よ りも歩っていた. そのころス5生メ上のロブス 

夕確はなかった。 ロスタﾡのオグ系く○者スは 央際 に は /ラス← 

算 以※ な○だ ノみ分2年よリノ少年の向におけ ろ材ﾡのﾡ
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は. おくらく ポプラ救光 くろみﾡと み衣に よ2ものとﾡWミ 

ろ. ノタゴ,算及イダ桜本のなか、:.走木はロブスタﾡにく、 

他ヨに少い.

但し. ▽ブスクのなハく干のも2は、 調浜べ不確央力2 

こYは注忍し く おかムならぬ。

W ポプラ 材 の 工 柔 的 利用

1 ・ オブ系○ボプラ«杯材ﾡ • , •

本系の※材および工場は各年、 ポプラ 旅ネ九太/84:220パな 

消共すろ. こは木系で生ﾡする登よリク今かに多い, そミで. * 

フ系ヒ そ②孫ﾡﾡ系の商でボプラ丸太の移入が行なりクことに 

なる. このォ 女入 は、 オ系ﾡ辺②ﾡﾡ者によっく*2.か 

らはボプラの入手z. オブ 祭 メ外 にもボめくいみ。 オブ飛るﾡベ 

として ポプ ラ材の移入肉係をﾡみ Y.

透受は4220w こらはヤﾡくﾡ材用 、防 置 く 箱材 用>丸太 

そある. 移女クはヨース、 マルス. ﾡにはワスの%系ぐ. 矛え太 

○大ﾡ分は上ﾡく令用 )丸太でろわ。

オプ系の状番 才 冰 役 入

製物用丸太 / 4.2 22 パ ow /2. 222 .

ベニヤ用丸太 2% 22e /222 2

箱材派不 2.222 ,222 /222

計 /&o. 222 /222 ス 222

ポプラ丸太の移入はﾡにヨー 又、 マルスﾡ系よ り なされ. ﾡ入ﾡ

2 ﾡ材工滅

系内②ボプラ材エルは α3工場であろ. 大切分の工場は他の主 

受ﾡﾡ ②丸太なも祝いており ポメ ラ用工場は/4 クだウぐあ 

み. どのエラでる製材着はポ ラに っ いマ 料央2 ・型: 符えみ艦地 

○みそﾡ求し、 平m化していろ. /4ヶ9ボプラ場円工 場では、 

年回 $7222n3 o 求材ョ な供合レ、 こは全ﾡ材品の7約に当み. 

その他② ス7工では他の材ﾡる件用 し て お リ、 こ こ で祝かカポ

- S5- 
プラ製材々環はヨにス2.020～3oo2o" に連する. 全工場べ祝 

汝すボラ製材マは年河 ◇ooev に及ぶ. これに受する丸太 

孫木消ﾡ番は /夕4222 "y ぐ、 こ ②うカ /ス4.222は系内でろ 伐 

ﾡﾡでまかない、 残余の /42283 はマルスﾡからﾡ入し て ろ 

こら製材ヨマは ア フノー ○規ねく /タク3品ス 月 ス/ 日行政令 

sw/4 ラ ) マ次の如く 別 でミ々。

4よ* ﾡﾡセ※材

2よ% 上ﾡ材

3 ベニヤ用材

合が照に快用され»L太で々。泉 内ぐ はナ っけ 金米 がギプラえ 

ズペニヤにむいており. 年にゅ/A02 べ消資ミっ. ﾡぬ 

れん今なは系外へ元却 、 主としてバ地& 販売 ち。 ス、 

ベニヤ企ﾡ一つは二次カエ々ﾡそ有 し、 そ こ 附地ﾡ用パネルz 
ﾡ換 しスいみのて、 ここてる 合なが 消資 ミれみ。 しかしベニャﾡ 

*の週半救は原木のままで系外へﾡ汝ミいろ. 羽だ、 ヨース、マル 

ス商系にるベニヤ 三大会社べ、オブ衆 よ りベ ニャ 用 涼木セイ戈 リ* 

して、 こらﾡ 桜系 z在するおのの工場へとﾡしく いろ.

4 ビョく&2e。t ) 及び報包残材 .

く注 ビョとは端切材のるミカるが、 ここ では箱材の一 地で 

系物*ガラスな どな墨ぶ に快用 す る 打派病マス•カシ箱た す。。 

とﾡ系さ2.ゝ オづ県②ﾡ材工系は1義であろ。太ﾡでは=っ。 

箱材9r] 工場が称ﾡ し、 4 ・ 生たぷの 少く と 8 4◇%を生産すス 

ﾡ、サーズあ、林切なごのﾡ包材は. 9用問縮ﾡな加算すば 

猛年42222 2*を消ﾡく4222 は系内産、 &。 

"は系外務入> す2 こヒ にスろ. ﾡ外へﾡ**クﾡ材尿ネ は - 2 

zg。 で、 こ らは系のセ 妓材製準工 ﾡよびマッチエル 

仕向けらくいる. ・

5 ﾡる工業く二次製湿工業)

製材マそ原料として二次加工ﾡそ設しれﾡ材工弱ど岩干らろふ
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ネ系の製ォ ・ は大切分 パ ) 光 & /に送付 *みのべ常くあみ。累材 
品を消穴すろものとしてﾡゐえ 4r ャアエダ どがろげら、前 
右は7全示あり 芬同的 Uタククレ 乡次ォオ旨& 検右み4. ﾡﾡ 
の※材品2 220wf資L くいろ. に本系に舟在 す み公糸では ないべ、 地次製池系なたてはならゝ. こらは、 Pnpno沢 
外数々 ②糸に位置するのたべ その旅料はすへて本飛にみしく 
いクのだ.

6 ﾡﾡ尿科
ポプラの係材横は. ※総用ヒ し て年四的22om そ供総3 

能くあみ. しかし現炎には製K刑ボプシ尿木は催少にヒビまみ. 理 由は、 、
a. ポプラ枚始のﾡ地力はス林少く 土地有者 ○数は多い. から はボプラのx木枚系%から ② ﾡ人的ﾡか ○みめ伏用してしま
と 府布地欠細分さておリ 桜扱もスく枚らばっくい2. その上.工ぷ管型②めの労レカ不ﾡ"吹ハら送距ﾡにあることなどに 

より. 原木第破り 穴 用 は 商価 にっく ろ ので 无 つく、買改価格の安 
いパル 系木2社 向ける ならば'、 とくる引合うものくない.

2 ボプラ似杯は、 共水抑々のそくﾡい考ﾡに央ﾡ、クが、 こo 
時るボ ラ 未木 ○染ﾡな突行すわこヒは不可能で»り スの悔 
z林内 で加エさ. 春除ませねばな らAものなのてろろ.

d ボプラ依杯系者は九太だけにWべそもつ製材ダ為みので、末木 
2対し て はﾡの価ﾡもみとめて はいない。 丸太そ取去っれあとは. 
からは残り ものz裕くて しまう。かようなﾡ由で. パルプﾡは現在のYところ、 ポプラ材をう222～ 
22o スラ -ルく /スラールは/ﾡﾡ立米> ほど利用すみに 
な い.ﾡス に よッ こ o ォ 用材ﾡ名ﾡ大せ L め2 こては可能ぐあみ.そ川/用衣狩の逃歩は直名グ〜2cみ木みペルプ用にﾡ用能と o が、 かかみ小後材の取lも4 <始まみめ②と矛ﾡ*みクる、 *o 時 は来木検系を集 することが能性2 8って くス。総)に消ﾡ

デリニュール<条注 ネツ条今意か?)は、 社々にしくﾡ材所の 
淡めのヒなクも9た. ペ林ﾡにえ太の約 を して けば、 及 

引l②対るになり得み。 ﾡﾡさは対そ始大ミせろか、 ※材者とっ 
て不なるのくない。 それ に丸冬銘的きも易 にし. 消ス"デ"ニュ 
- レのﾡ総そﾡめみ,

7 オ ガ? ズ .ポプラ ② オガクズ。 お た しいﾡべ、パ ッ ○奪円エラ ヘ向 け < 
璋 ぐ送 らていろ ことさ 附 しておこう.
ﾡ 論ポプラはオプ系会面ﾡクスみそしyみにすざAが、その/變性 は 

液 糸 Y 工※の両召からみてえのべし将いものな»2。 こ. ※妥物 
すみと、 ボメラ は多 く 小土地有者 く枚氏スは高氏でろ方 > 忆ヒ っ てﾡ央な衣 となみ, スれは他化ﾡに比すば比救的近いﾡ岡に. +分xる 吹入% もたらすY ころ ○週本そ祝供 すみいみだ。 ボプラ材 に対み利用右たちのﾡﾡは. 紀え ず武送な増大そ ? ヴけておリ 
このこYは未ﾡIにゆり、 産 した木材98易な充ロそ係ﾡ す 2. 
易年、 有者たちによ ッ 立木処分さ ろボプラみ細ねは 720ミッ 
オンフラン 以上 であろこY* 再 し 上げく お く .通地は祭夫、 X条入ﾡ地くわったが、 ボプラはこユ地そ列用し 

こ れ ※御値う けろもので力る. そこでは報土水工ﾡ ②有効なこと 
を附加 して おく, ポプラ は分4 多 く ○歳染及 び工業の着の 庭 美な 出車 を もたらす。 そしくいく つかの木W達公栄そゅな せ 方 く 伏林条、 製材衆. る木材産条、誉 木産. 植求系為 >. もしポプ 
ラ材み移入べないと 仮欠す ろと. オガ沢内 ○枚杯さ /z 木初 は ず 
べて※材、 派然生艦物ヒしてﾡ内ぐ烈用*m工*れわ。 ころこY はく地城)4清上. 非ﾡに1ﾡなことく、 ポプラ材に対すろ似禄お 」び央量材作糸頁の得総頼 はペタス 2ミリオンフランと 推進寒さ れ、 
製材m工祭為 の み げる烈裕合計に全 ってはず矢しﾡいﾡに大さい. オプ系内く、 ポプフにﾡ係するべくの中条ぷは。 現を、 年問
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/女～スミリアールフラン( / ミ り ア ルは/2像)におよど、 ホ 

材後済 の中でポプラクち»み 担なねi 明 す々,ﾡ岡 は々.

受に元じた況を今依がそは o- /イ 内Jﾡ4#でさみもみく力ろ 

うか? 近いﾡ示に帝ﾡ②上に不な力こリ から手を方 慮 

しておく こYはも は"凶ﾡに し く 不社 く2とい? < よい. そ2 
都口I2ついて含スすることは. 木報場み主旨ではない. しかし点平

のべくおこう。今からでるおそくないから 現合ポプ ラ分み改 

Kﾡ手セよ。 ネらは及 ヤドリギ曜冷. 秋送み及せ、 生産 

枚ﾡ状系な 2ふくむい. これ ら の すべ て は 以 当り 生産 理を 

ﾡ大し ﾡとてもにﾡる向上す々. 現在○尿木は北太材ﾡ9/タク 

ケより価値の高いヘニヤ材なリ ク にす さA. 木材 用法めR及 

すへきに. ※材ロスの減小、 九み殿守 (アフノ ○灰総はﾡにしか 

強用さていない )、 生艦ﾡ物 ○今型的利 用 く デリ ニ スール及び 末 

ネ> まんまた改食が力の余地べあみ. 大なり小なりポラに依角 

して いる人々、即ち切本岡. 趙我策着. 土ル行有、 次材※方、 エ 

糸あどの同では、 新次共岡 研び凶ﾡとすわに全っく さていみ. 

オブ緊内でポプラが死在よめくい々光位さ、 将未 を ホ例将 す わた め 

2、 そしてそはネ フランスー泣の地位なのであみ.

トロワ2く /アよク年月0日

-8つ 一

く国ポプラ国際会教執有一ﾡ

函 際合 -掖昔 者救り参加右名※かめ、 琴・み分えらん紹 

介み, ﾡ外 ろポプラの兄忍名知る一助ヒ bA ば辛 ろ2. 取称 

はい今め名ﾡした。
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